
［市の人口］
71,692人
男=35,121人
女=36,571人
前月比－29人

［世帯数］
26,250世帯
前月比＋6世帯

平成18年12月1日現在
（人口・世帯数は
外国人登録を含む）
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幸せを射止める矢「ミューズアロー」幸せを射止める矢「ミューズアロー」

［主な内容］
● 市長　年頭のごあいさつ
● 「子どもちちぶ博士」が授与されました
● 表彰受賞者のご紹介
● あなたの住民税が変わります
● 住民税の主な税制改正・申告受付日程のお知らせ
● 市の奨学金制度をご利用ください



❷
市報ちちぶは、区・町会の皆さんのご協力で配られています。

なお、市役所総合窓口、各総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い

で
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
秋
篠
宮
悠
仁
親
王
殿
下
の

ご
誕
生
や
景
気
回
復
な
ど
明
る
い
ニ
ュ

ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、
児
童
虐
待
、

い
じ
め
に
よ
る
子
ど
も
の
自
殺
と
い
っ

た
痛
ま
し
い
出
来
事
が
相
次
ぎ
、
い
ろ

い
ろ
な
面
で
こ
の
国
の
将
来
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
年
で
し
た
。

　

地
方
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
国
の
経

済
が
回
復
基
調
に
あ
る
と
は
い
え
、
自

治
体
が
お
か
れ
て
い
る
厳
し
い
状
況
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
自
治
体

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
財
政
改
革
を

進
め
、
限
ら
れ
た
行
財
政
資
源
を
有
効

活
用
し
て
施
策
を
推
進
し
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
で
は
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し

て
秩
父
第
一
中
学
校
、
吉
田
中
学
校
の

改
築
や
上
吉
田
複
合
型
老
人
福
祉
施
設

の
建
設
、
市
道
の
整
備
な
ど
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
合
併
特

例
債
を
活
用
す
る
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
生
活
向
上
の
た
め
の
社
会
資

本
の
整
備
を
最
優
先
し
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
吉
田
元
気
村
に
は
木
質
系
バ

イ
オ
マ
ス
・
コ
ジ
ェ
ネ
施
設
が
完
成

し
、
運
転
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
の
施

設
を
中
心
に
間
伐
材
な
ど
を
有
効
活
用

し
た
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指

す
と
と
も
に
、
森
と
水
を
守
り
自
然
環

境
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応

し
た
社
会
基
盤
整
備
と
し
て
、
市
内
の

一
部
地
区
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
Ｂ
フ
レ

ッ
ツ
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
提
供
エ
リ
ア
の
早
期
拡
大

を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
働
き
か
け
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
大
滝
の
中
津

川
地
区
、
吉
田
の
小
川
・
明
ヶ
平
地
区

で
は
今
春
ま
で
に
携
帯
電
話
が
使
用
可

能
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
携
帯
電

話
不
感
地
域
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
て
、
合
併
２
年
目
の
昨
年
、
第
１

次
秩
父
市
総
合
振
興
計
画
「
近
未
来
ち

ち
ぶ
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
２
０
０
６
」

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。こ
の
計
画
は
、

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
の
到
来

と
い
う
大
き
な
時
代
の
変
革
期
に
的
確

に
対
応
す
る
た
め
、
今
後
10
年
間
の
本

市
の
行
政
経
営
の
指
針
と
な
る
も
の
で

す
。
本
市
の
将
来
都
市
像
を
「
環
境
重

視
・
経
済
回
生　

自
然
と
人
の
ハ
ー
モ

ニ
ー　
環
境
・
観
光
文
化
都
市　

ち
ち

ぶ
」
と
し
、
将
来
都
市
像
実
現
の
た
め

の
政
策
や
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
㈱
秩
父
工
場
第
１

プ
ラ
ン
ト
跡
地
の
土
地
利
用
計
画
に
つ

い
て
は
、
昨
年
か
ら
太
平
洋
セ
メ
ン
ト

㈱
と
本
市
で
具
体
的
な
協
議
に
入
り
ま

し
た
。
地
域
経
済
活
性
化
に
寄
与
す
る

新
た
な
活
性
エ
リ
ア
と
し
て
、
市
民
の

皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
土

地
利
用
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
産
業
を
本
市
の
地
場

産
業
と
し
て
確
立
す
る
た
め
に
、
昨
年

末
西
武
鉄
道
㈱
か
ら
無
償
譲
渡
さ
れ
た

「
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ
の
森
」

を
新
た
な
観
光
拠
点
と
す
る
た
め
の
整

備
を
進
め
、
県
内
外
か
ら
の
観
光
客
誘

致
を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
、
昨
年
か
ら

実
施
し
て
い
る
「
秩
父
芸
術
祭
」
を
発

展
さ
せ
、
多
く
の
人
に
感
動
を
与
え
る

文
化
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
行
く
社
会
情

勢
の
中
で
、
市
民
の
皆
様
の
期
待
と
信

頼
に
応
え
う
る
行
政
経
営
を
職
員
一
丸

と
な
っ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
明
る
い
希

望
に
満
ち
た
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

秩
父
市
長栗　

原　
　
　

稔

市長　年頭のごあいさつ市長　年頭のごあいさつ市長　年頭のごあいさつ
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市
で
は
、
小
中
学
生
を
対
象
に
、
秩

父
市
に
関
す
る
優
れ
た
調
査
・
研
究
・

実
践
等
に
対
し
、
小
学
生
に
は
「
子
ど

も
ち
ち
ぶ
学
士
」、
中
学
生
に
は
「
子

ど
も
ち
ち
ぶ
博
士
」の
称
号
を
授
与
し
、

そ
の
努
力
を
た
た
え
る
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
小
学
生
２
人
、
中
学
生

１
人
が
称
号
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
現
在
の
と
こ
ろ
、
市
内
５

校
の
中
学
校
か
ら
応
募
が
あ
り
、
審
査

の
結
果
、
優
秀
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
昨
年
12
月
７
日
に
、
今

年
度
１
回
目
の
授
与
式
が
行
わ
れ
、
新

た
に
９
人
の
子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　
　

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士
」

　
　

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士
」

が
授
与
さ
れ
ま
し
た

が
授
与
さ
れ
ま
し
た

平
成
平
成
1818
年
度　
　
　
　

年
度　
　
　
　

子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士　

子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士　

　
　
　
　
　
　

の
紹
介

　
　
　
　
　
　

の
紹
介

秩
父
第
二
中
学
校
１
年
岩
田
晃
典
さ
ん

　
「
環
境
問
題
を
考
え
る

　
　
　

〜
二
酸
化
炭
素
と
私
た
ち
〜
」

　

岩
田
さ
ん
は
、
小
学
生
の
時
か
ら
秩

父
の
環
境
に
関
心
を
も
ち
、
研
究
を
続

け
、
今
年
度
、
二
酸
化
炭
素
の
発
生
と

削
減
に
つ
い
て
、
実
験
・
調
査
を
通
し

て
研
究
を
深
め
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

大
田
中
学
校
３
年　

横
田　

愛
さ
ん

　
「
ヤ
マ
ユ
リ
の
研
究
」

　

横
田
さ
ん
は
、
秩
父
の
自
然
に
つ
い

て
関
心
を
も
ち
、
今
回
ヤ
マ
ユ
リ
の
成

長
と
開
花
に
つ
い
て
、
長
期
間
に
わ
た

る
観
察
を
通
し
て
研
究
に
取
り
組
ん
だ

成
果
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

大
田
中
学
校
２
年　

永
田
奈
美
さ
ん

　
「
植
物
分
類
に
つ
い
て
」

　

永
田
さ
ん
は
、
自
然
の
植
物
に
つ
い

て
、分
類
と
い
う
観
点
で
興
味
を
も
ち
、

秩
父
の
身
近
な
植
物
に
つ
い
て
実
地
調

査
を
通
し
て
、
研
究
を
継
続
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
そ
の
努
力
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

大
滝
中
学
校
３
年　

清
川
拓
磨
さ
ん

　
　
　
　
　

３
年　

千
島　

学
さ
ん

　
　
　
　
　

３
年　

山
中
浩
司
さ
ん

　
　
　
　
　

３
年　

山
中
雅
也
さ
ん

　
「
普
寛
行
者
の
研
究
」

　

清
川
さ
ん
、
千
島
さ
ん
、
山
中
浩
司

さ
ん
、
山
中
雅
也
さ
ん
の
４
人
は
、
中

学
１
年
生
の
時
か
ら
、「
三
峯
神
代
神

楽
」
を
伝
習
し
た
り
、
身
近
な
地
域
の

歴
史
を
調
べ
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
今

回
地
元
出
身
の
普
寛
行
者
の
足
跡
に
つ

い
て
協
力
し
て
研
究
を
進
め
、
ふ
る
さ

と
理
解
を
深
め
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

尾
田
蒔
中
学
校
３
年　

黒
沢
将
大
さ
ん

　
「
秩
父
萩
平
歌
舞
伎
に
つ
い
て
」

　

黒
沢
さ
ん
は
、
小
学
生
の
時
か
ら
歌

舞
伎
に
関
心
を
も
ち
、
地
元
の
萩
平
歌

舞
伎
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
し
、
実

際
に
演
技
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
そ

の
継
承
・
発
展
に
努
め
て
い
る
こ
と
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

影
森
中
学
校
３
年　

井
上
奈
美
さ
ん

　
「
新
体
操
と
歩
ん
だ
10
年
」

　

井
上
さ
ん
は
、
５
歳
の
時
か
ら
新
体

操
を
始
め
、情
熱
を
持
っ
て
取
り
組
み
、

高
い
技
術
を
身
に
付
け
、
数
々
の
大
会

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
新
体
操
部
を
全
国
大
会
に
導
い
た

こ
と
も
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
引
き
続
き
「
子
ど
も
ち
ち

ぶ
学
士
」「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士
」
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
第
２
回
の
締
切

は
、
１
月
31
日
㈬
で
す
。
奮
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
募
集
内
容
、
応
募
資
格
、
応

募
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
市
報
10
月
号

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
応
募

に
必
要
な
推
薦
書
な
ど
詳
し
く
は
、
教

育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.ch
ich
ib
u
-stm

.ed
.jp
/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
研
究
所

　

☎
22

－

２
４
４
６
（
直
通
）

ご寄附ありがとうございました
　次の方々から、寄附をいただきました。
温かな善意に感謝し、ご紹介します。

（平成18年11月）

◎福祉事業のために

▼８日、クラブ パビリオン（内田孝夫
代表）から26,000円

▼ 20日、クボバレエアカデミー（久保栄
治代表）から60,000円

▼ 22日、萩平歌舞伎舞台伝承会（小池光
夫会長）から11,830円

◎児童福祉事業等のために

▼２日、野澤宏仲氏から「あーそーぼ」
（著者：飯塚美智子氏）の絵本
◎市立幼稚園・小学校の教育振興のために

▼８日、市川栄一氏（作家）から自作
「どうぶつおんせん」36冊

◎芸術文化振興のために

▼28日、青木和枝押し花絵遺作展実行委
員会（ぎゃらりーわ）から50,000円

「子どもちちぶ博士」の称号を
授与された皆さん



❹
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岡
部
邦
夫
氏
（
中
村
町
）
は
、
昨
年

11
月
10
日
、
全
国
社
会
福
祉
大
会
に
お

い
て
、
平
成
18
年
度
社
会
福
祉
事
業
功

労
者
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
部
氏
は
、
昭
和
55
年
に
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
26

年
の
長
き
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
向
上

の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
秩
父
市
民
生
委
員
・
児
童

委
員
協
議
会
副
会
長
お
よ
び
地
区
会
長

と
し
て
、
本
市
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
と

と
も
に
、
地
域
に
お
い
て
、
青
少
年
育

成
活
動
や
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
顕

著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

岡 部 邦 夫 氏
（中村町）

き
ぶ
ね
ぎ
く
の
会

　

き
ぶ
ね
ぎ
く
の
会（
小
澤
純
男
会
長
）

は
、
長
年
に
わ
た
り
、
視
覚
障
が
い
者

の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
朗
読
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
声
の
市

報
、
新
聞
朗
読
な
ど
の
テ
ー
プ
作
成
を

は
じ
め
、
関
係
機
関
を
含
め
対
象
者
と

の
交
流
会
事
業
な
ど
を
開
催
し
、
視
覚

障
が
い
者
の
た
め
に
献
身
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
募
集
者
を
含
め
た
朗
読

講
習
会
を
開
催
し
、
障
が
い
者
福
祉
推

県
知
事
表
彰

県
知
事
表
彰

　

次
の
方
々
（
団
体
）
は
、
昨
年
11
月

14
日
、
埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
、
平
成
18
年
度
「
県
民
の
日
」
記
念

式
典
に
お
い
て
、
県
知
事
表
彰
、
文
化

と
も
し
び
賞
、
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

進
の
た
め
会

員
の
育
成
と

補
充
増
強
を

図
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
顕

著
な
功
績
が

認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

増 田 芳 子 氏
（中　町）

文
化
と
も
し
び
賞

文
化
と
も
し
び
賞

　

増
田
芳
子
氏
（
中
町
）
は
、
市
内
複

数
の
公
民
館
で
民
踊
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上

げ
、
長
年
に
わ
た
り
指
導
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
間
、
後
継
者
を
育
成
し

な
が
ら
高
齢
者
福
祉
施
設
や
地
域
の
祭

り
に
お
い
て
発
表
を
行
う
な
ど
、
民
踊

の
普
及
に
尽
力
し
、
地
域
文
化
の
向
上

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

秩
父
市
和
銅
保
勝
会

　

秩
父
市
和
銅
保
勝
会
（
若
林 

好
会

長
）
は
、
和
同
開
珎
発
行
の
事
跡
の
残

る
和
銅
遺
跡
の
保
護
顕
彰
を
目
標
に
、

後
世
に
文
化
遺
産
を
伝
承
す
る
こ
と
を

目
的
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
長

年
に
わ
た
り
、
遺
跡
周
辺
の
整
備
活
動
、

案
内
施
設
の
保
護
管
理
、
遺
跡
見
学
路

の
保
全
整
備
、
会
員
の
研
修
、
情
報
収

集
結
果
の
広

報
、
見
学
者

へ
の
案
内
な

ど
幅
広
い
活

動
を
行
い
、

地
域
文
化
の

向
上
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

黒
谷
獅
子
舞
保
存
会

　

黒
谷
獅
子
舞
保
存
会
（
若
林　

好
会

長
）
は
、
地
元
の
産
土
神
へ
の
奉
納
の

ほ
か
、
小
学
校
訪
問
、
秩
父
市
こ
ど
も

芸
能
大
会
、
ふ
る
さ
と
秩
父
ま
つ
り
を

は
じ
め
と
し
た
県
内
各
地
の
行
事
に
参

加
し
、
獅
子
舞
の
継
承
に
尽
力
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
獅
子
舞
２
５
０
年
の
沿

革
と
全
演
目

の
詳
説
を
記

録
し
た
「
黒

谷
の
獅
子

舞
」
を
発
行

す
る
な
ど
、

地
域
文
化
の

向
上
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

原
天
狗
祭
り
保
存
会

　

原
天
狗
祭
り
保
存
会
（
橋
本　

元
会

長
）
は
、
長
年
に
わ
た
り
、「
白
久
の

テ
ン
ゴ
ウ
祭
り
」
の
名
称
で
県
指
定
文

化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
祭
を
伝
承
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
中

心
に
、
天
狗
小
屋
用
の
ム
ギ
ワ
ラ
の
集

荷
か
ら
小
屋
作
り
、
祭
の
執
行
ま
で
を

実
施
す
る
な

ど
、
文
化
財

の
保
護
に
尽

力
し
、
地
域

文
化
の
向
上

に
貢
献
し
て

い
ま
す
。

表彰受賞者表彰受賞者

のご紹介のご紹介

「
県
民
の
日
」記
念
式
典

　
　
　

に
お
け
る
表
彰

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

厚
生
労
働
大
臣
表
彰



❺

シ
ラ
コ
バ
ト
賞

シ
ラ
コ
バ
ト
賞

●
心
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
活
動

　

大
嶋　

功
八
氏

　

大
嶋
功
八
氏
（
中
宮
地
町
）
は
、
昭

和
53
年
か
ら
日
本
民
謡
の
歌
の
指
導
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
行
い
、
高
齢
者

の
福
祉
活
動
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
小
中
学
校
へ
民

謡
の
譜
面
付
き
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
寄

贈
す
る
な
ど
、
芸
能
の
保
存
に
も
尽
力

し
、
他
の
模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
近
巴
會

　

中
近
巴
會
（
浅
見
和
義
会
長
）
は
、

平
成
４
年
に
秩
父
夜
祭
の
中
近
笠
鉾
囃

子
手
経
験
者
で
結
成
を
し
、
秩
父
屋
台

囃
子
等
を
通
じ
て
の
伝
統
文
化
継
承
や

地
域
福
祉
へ
の
慰
問
等
の
活
動
を
行
い
、

潤
い
の
あ
る
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

●
健
や
か
な
心
身
を
育
て
る
活
動

　

根
岸
宗
一
郎
氏

　

根
岸
宗
一
郎
氏
（
下
影
森
）
は
、
昭

和
35
年
か
ら
児
童
、
生
徒
へ
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
等
の
指
導
を
熱
心
に
行
い
、
青

少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
高
年
を
対
象
に
し
た
指

導
、
普
及
に
も
取
り
組
む
な
ど
、
ス
ポ

ー
ツ
を
通
し
て
明
る
い
地
域
社
会
の
構

築
に
も
多
大
な
貢
献
を
し
、
地
域
住
民

の
模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

深
見　

敏
明
氏

　

深
見
敏
明
氏
（
上
町
）
は
、
昭
和
47

年
か
ら
児
童
、
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

等
の
指
導
を
熱
心
に
行
い
、
現
在
は
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
中
高
年
対
象
に

も
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
を
行
い
、
青
少
年

の
健
全
育
成
と
明
る
い
地
域
社
会
の
構

築
に
多
大
な
貢
献
を
し
、
地
域
住
民
の

模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

井
上　

和
子
氏

　

井
上
和
子
氏
（
荒
川
上
田
野
）
は
、

昭
和
53
年
か
ら
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
の
会
員
と
し
て
住
民
の
健
康
増
進

を
目
的
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
６
年
か
ら
、
会
長
と
し
て
指
導
育

成
等
を
行
い
、
住
民
の
心
身
を
育
て
る

活
動
に
多
大
な
貢
献
を
し
、
地
域
住
民

の
模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
つ
く
る
活
動

　

黒
澤　

敏
子
氏

　

黒
澤
敏
子
氏
（
上
影
森
）
は
、
平
成

８
年
か
ら
自
宅
近
く
に
あ
る
影
森
公
民

館
に
、
自
宅
に
咲
く
草
花
を
週
１
回
届

け
る
活
動
を
続
け
て
お
り
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
模
範
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昭
和
50
年
か
ら
秩
父
市

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
の
会
員
と

し
て
住
民
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
澤　

竹
次
氏

　

大
澤
竹
次
氏
（
熊
木
町
）
は
、
昭
和

57
年
か
ら
町
会
の
理
事
と
し
て
、
特
に

祭
事
部
門
に
活
躍
し
、
祭
り
の
伝
統
の

継
承
を
通
し
て
の
地
域
の
人
々
と
の
交

流
に
尽
力
し
、
明
る
い
地
域
社
会
の
構

築
に
も
多
大
な
貢
献
を
し
、
地
域
住
民

の
模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、11
月
14
日
の
「
県
民
の
日
」

を
記
念
し
て
、「
わ
た
し
の
ま
ち
自
慢
」

な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文
を
毎
年
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
県
民
の
日
記
念
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
秩
父
第
二
中
学
校

１
年
加
藤　

豪
さ
ん
の
「
こ
の
町
に
生

ま
れ
て
」
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

昨
年
11
月
14
日
、
埼
玉
会
館
大
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
代
表
で

作
文
を
朗
読

し
、
上
田
知

事
か
ら
直
接

賞
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

県
民
の
日
記
念

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞

秩父市花いっぱい推進協議会とは？
　町会の皆さんが協力して、年２回春と秋に、
町会の公会堂や道路わきのプランターに花を植

栽し、花を通じて
憩いと潤いのある
まちづくりの推進
を目指して活動し
ています。

募集内容　秩父市花いっぱい推進協議会の活動内
容にふさわしい花の意匠を盛り込んだシンボル
マーク
・官製はがきサイズで画材および色彩は自由
（ただし、平面作品であること）
・パソコンソフトによる作成も可（ただし、は
がきサイズに印刷すること）
　個人作品で未発表のオリジナル作品に限りま
す。なお応募作品は返却しません。
　著作権は、秩父市花いっぱい推進協議会に帰
属します。
応募資格　市内在住の中学生以下の方
応募方法　作品の裏面に住所・氏名・電話番号・
年齢を明記のうえ、下記まで郵送または持参し
てください。
応募締切　２月15日㈭
　採用作品は、秩父市花いっぱい推進協議会で
使用するプランター用のシール等に使用するほ
か、採用者には賞状と記念品を進呈します。ま
た、応募者全員に参加賞があります。
応募先・問い合わせ
〒368－8686　熊木町８－15　秩父市花いっぱ
い推進協議会事務局（環境課）☎22－2279

秩父市花いっぱい推進協議会の秩父市花いっぱい推進協議会の
シンボルマークを募集します！シンボルマークを募集します！
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平日夜間窓口 最終日曜窓口 休 日 窓 口
1月11日・25日
2月8日 1月28日 1月28日を除く土・日・祝

および１月２日・３日
17時15分～
19時15分

８時30分～
17時15分

８時30分～
17時15分

市民課・保険年金課・
こども課・収納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
②戸籍、住民票の写し、印鑑登録
・証明、所得課税証明など税証
明の発行

③転入、転出届等の事務
④納税と納税相談の受付
⑤国民健康保険、国民年金、老人
保健に関する業務

⑥保育所、児童手当等、子育て支
援等に関する業務

①戸籍の届書の預かり
②住民票の写し、印鑑
証明や所得課税証明
など税証明の発行

③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※上記の業務以外は行
いません。

※最終日曜窓口・休日窓口のお昼時は混雑するため、手続きに時間がか
かる場合があります。あらかじめご了承ください。

日 月 火 水 木 金 土
1/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31 2/1 ２ ３
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

子
ど
も
た
ち
を
狙
う
不
審
者
の
情
報

や
空
き
巣
な
ど
の
被
害
が
秩
父
市
で
も

報
告
さ
れ
る
な
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
防
犯
対
策
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
、
市
で
は
地
域
ぐ
る
み

で
防
災
・
防
犯
活
動
を
行
え
る
よ
う

「
自
主
防
災
・
防
犯
組
織
」
の
結
成
を

促
進
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
に
合
わ
せ
、

地
元
地
域
を
巡
回
す
る
事
業
者（
団
体
）

と
秩
父
市
、
秩
父
警
察
署
・
小
鹿
野

警
察
署
で
「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く

り　

地
域
安
全
に
関
す
る
協
定
」
を
結

ん
で
い
ま
す
。

事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
内
に
お

け
る
防
犯
や
交
通
安
全
の
広
報
活
動
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
、
見
守
り

活
動
な
ど
を
「
安
心
・
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
」
と
し
て
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

昨
年
11
月
20
日
、
今
回
新
た
に
、

・
ち
ち
ぶ
農
業
協
同
組
合

・
秩
父
液
化
石
油
ガ
ス
協
同
組
合

・
秩
父
市
給
排
水
設
備
指
定
工
事
店
組

合
・
有
限
会
社
喜
多
園
水
道
部

の
事
業
者
（
団
体
）
と
協
定
を
結
び
、

ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
で
、
防
犯
協
定
を
結
ん
で
い
る

事
業
者
（
団
体
）
は
次
の
団
体
と
合
わ

せ
て
現
在
９
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
㈱
ダ
ス
キ
ン
ち
ち
ぶ

・
埼
玉
県
電
気
工
事
工
業
組
合

・
㈱
東
京
電
力
熊
谷
支
社

・
㈱
関
電
工
北
埼
玉
統
轄
営
業
所
秩
父

営
業
所

・
㈱
東
京
発
電
埼
玉
事
業
所

地
域
安
全
に　
　
　
　

地
域
安
全
に　
　
　
　

関
す
る
協
定
を　

関
す
る
協
定
を　

新
た
に
結
び
ま
し
た

新
た
に
結
び
ま
し
た

新たに協定を結んだ事業者の皆さん

市
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
時
に
備

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
そ
の
対
策
に
合
わ
せ
て
、
地
域

ちちぶ農業協同組合と災害時に
協力いただける協定を結びました

で
活
動
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
の
協
力

が
あ
れ
ば
、
よ
り
一
層
「
安
心
・
安
全
」

が
図
れ
ま
す
。

今
回
、
市
で
大
き
な
災
害
が
起
こ
っ

た
時
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
災

害
対
策
に
協
力
し
て
く
れ
る
事
業
者
と

し
て
、
ち
ち
ぶ
農
業
協
同
組
合
と
「
災

害
時
に
お
け
る
協
力
支
援
に
関
す
る
協

定
」
を
結
び
ま
し
た
。

今
後
も
市
で
は
、「
安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
図
る
た
め
、

「
安
心
・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
と
「
災

害
時
に
お
け
る
協
力
支
援
」
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
民
間
企
業
・
団
体
を
広
く

募
集
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課

☎
22

－

２
２
０
６
（
直
通
）

「
災
害
時
に
お
け
る　

「
災
害
時
に
お
け
る　

協
力
支
援
に　
　
　

協
力
支
援
に　
　
　

関
す
る
協
定
」　

関
す
る
協
定
」　

を
結
び
ま
し
た

を
結
び
ま
し
た

「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」の
た
め

「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」の
た
め

事
業
者
の
皆
さ
ん
に
も　　　　　

事
業
者
の
皆
さ
ん
に
も　　　　　

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す

「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」の
た
め

「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」の
た
め

事
業
者
の
皆
さ
ん
に
も　　　　　

事
業
者
の
皆
さ
ん
に
も　　　　　

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す



❼

元日は、年末の慌ただしさから解放されてい
ろいろなことに思いをめぐらすことができる貴
重な一日だと思います。家族と語りあい、幸福
を感じる日でもあります。
私は毎年、神棚と仏壇をきれいにして神様や
ご先祖様に感謝して新たな年を迎えています。
正月は家に歳

とし

神
がみ

様をお迎えし祝うことだそうで
すが、もとは「お盆」と同じく先祖をお祭りす
る行事だったようです。「明けましておめでと
うございます」というあいさつは、年が明け歳
神様を迎える際の感謝の言葉なのだそうです。
この言葉を人々の間で交わし、心から歳神様を
迎えたことを喜びあうということです。
昨年は、秩父市にとって大きなニュースがあ
りました。それは、「ミューズパークスポーツ
の森」を運営していた西武鉄道㈱が、諸般の事
情からこのミューズパークの事業存続が困難と
なったために、これに係るすべての土地・建物
を無償で秩父市に譲渡していただいたのです。
本年からは、秩父市がこのミューズパークスポ
ーツの森の運営主体となりますので市民の皆様
のご協力をお願いいたします。いずれにしても、
本年は将来の秩父の発展を期するために「着眼
大局着手小局」という言葉のように、じっくり
と考えをめぐらせ地道に一つ一つ、間違いのな
い政策を実行してまいります。
一方で昨年は、公務員の飲酒運転による事故
や官製談合など、公務員の不祥事が目に付いた
年でもありました。行政に携わる者として本当
に恥ずかしいことだと思います。幸いなことに
わが秩父市では一切このようなことはありませ
んでしたし、今後も安心していただけるよう努
めてまいります。
「一人は万人のために、万人は一人のために」
という言葉がありますが、一人ひとりの心を大
切にしながら「市民のための市長」を心におき、
市民本位の市政を推進して、本年も「助けあい
温もりのまち」づくりに努めてまいります。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
秩
父
の
新

し
い
芸
術
文
化
の
創
造
を
行
っ
て
い
く

た
め
、
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
実
施

し
て
き
た
「
秩
父
芸
術
祭
」
の
イ
ベ
ン

ト
が
、今
年
度
は
「
Ｔ
ｈ
ｅ　

民
謡
！
」

を
最
後
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
Ｔ
ｈ
ｅ　

民
謡
！
」
で
は
、

秩
父
市
は
も
と
よ
り
県
内
か
ら
出
演
者

が
集
い
、
民
謡
・
民
舞
の
ほ
か
、
和
太

鼓
、
子
ど
も
歌
舞
伎
、
和
楽
器
に
よ
る

ア
レ
ン
ジ
し
た
協
奏
曲
の
演
奏
な
ど
華

や
か
な
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

す
ば
ら
し
い
演
奏
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
文
化
庁
の
「
文
化
創
造
に

よ
る
芸
術
の
ま
ち
支
援
事
業
」
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

レ
ッ
ス
ン
も
、
熱
心
な
指
導
に
よ
り
、

楽
し
い
な
が
ら
も
真
剣
な
レ
ッ
ス
ン
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
に
は
、
も
う
一
つ
の
育
成
事
業

「
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
構
築
の
ワ
ン

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
行
う
弦
楽
器
の
公
開

レ
ッ
ス
ン
と
併
せ
て
、
今
年
度
の
市
民

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
成
果
発
表
会
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
秩
父

の
新
し
い
芸
術
文
化
創
造
の
応
援
団
と

し
て
、
こ
の
活
動
を
力
強
く
見
守
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

秩
父
芸
術
祭
実
行
委
員
会

　

事
務
局
：
企
画
課
☎
22

－

２
２
０
２

市民ミュージカル
　　レッスンの様子

The 民謡！
　　　の様子

秩
父
芸
術
祭

秩
父
芸
術
祭

２
０
０
６
の

２
０
０
６
の

イ
ベ
ン
ト
が

イ
ベ
ン
ト
が

華
や
か
に

華
や
か
に

終
了
終
了

し
ま
し
た

し
ま
し
た



❽

平成18年度分まで

あなたの住民税が変わりますあなたの住民税が変わります

国から地方へ

平成19年から税源移譲によって

都・道・府・県民税　市・区・町・村民税

Ｑ どうして変わるの？

Ａ より身近な行政サービスを効率よく行えるよう、
国から地方へ税源の移譲が行われるからです。

「地方でできることは地方に」という方針のもと進
められている三位一体改革。地方団体は国が国税と
して集めた財源の中から国庫補助金を受けており、
その行財政システムは必ずしも自主性が高いとはい
えません。

このため、地方団体が自主的に財源の確保を行い、
住民にとって真に必要な行政サービスを自らの責任
でより効率的に行えるよう国税から地方税へ、税そ
のものの形で３兆円の税源移譲をすることになりま
した。

Ｑ どう変わるの？

Ａ 住民税所得割の税率が10％に統一されます。

住民税所得割の税率は従来３段階の超過累進構造に
なっていました。これを所得の多い少ないに関わら
ず一律10％の比例税率構造に変えることになりまし
た（応益原則の明確化）。

これによって高額所得者の多い地域に税収が集中す
ることなく税源移譲が可能となります（税源の偏在
度の縮小）。
※この改正は、平成19年６月徴収分から適用されます。

移譲前
住民 地方

国

行政サービス

住民税

所得税 国庫補助金

移譲後
住民 地方

国

行政サービス

住民税＋３兆円

所 得 税
△３兆円

国庫補助金

0 200万円 700万円（課税所得）

※図中の税率は、都道府県民税と市区町村民税を合わせたものです。

●200万円までの課税所得は税率５％
●200～700万円までの課税所得は税率10％
●700万円超の課税所得は税率13％
◎たとえば、課税所得が300万円の場合…
　200万円×５％＋（300万円－200万円）×10％＝20万円

平成19年度分から

0 　　　　　（課税所得）

（都道府県民税4%、市区町村民税6%）

課税所得にかかわらず、一律10％
◎たとえば、課税所得が300万円の場合…
　300万円×10％＝30万円
※実際の税額は、この他に人的控除の差に対応した減額措置
が講じられます。

5%
10% 13% 10%

●課税所得とは？…皆さんの給与や事業収入などは税法上「収入」と呼ばれるものです。「課税所得」とはこの「収入」から給与所得控除や基礎控除、
扶養控除、社会保険料控除といった諸控除を差し引いた残りの金額のことです。この「課税所得」に税率をかけたものが「税額」
となります。



❾

Ｑ 税負担は増える？減る？

Ａ ご安心ください。税源移譲によって住民税が増えても、
所得税が減るため、納税者の負担は変わりません。

住民税所得割の10％比例税率化に伴い、国が集める
国税（＝所得税）の税率構造も見直されます。住民
税については最低税率が５％→10％に引き上げ、最
高税率が13％→10％に引き下げとなっていますが、
所得税は逆に最低税率が10％→５％に引き下げ、最

高税率が37％→40％に引き上げとなります。また、
人的控除の差に対応した減額措置なども講じられま
す。これらの措置により、税源移譲の前後で「住民
税＋所得税」の納税者の負担は変わりません。

所得税 住民税

10%
20%

30%
37%

3%
8%

10%

2% 3%

5%

10%
13%

移譲前４段階

所 得 税 住 民 税

6%（市区町村民税）

4%（都道府県民税）

10%比例税率

移譲後６段階

5%
10%

20% 23%

33%
40%

給与収入

300万円
500万円
700万円
1,000万円

税源移譲前（単位：円）
所得税 住民税 合　計
124,000 64,500 188,500
258,000 163,000 421,000
474,000 307,000 781,000
966,000 553,000 1,519,000

給与収入

300万円
500万円
700万円
1,000万円

税源移譲前（単位：円）
所得税 住民税 合　計

0 9,000 9,000
119,000 76,000 195,000
263,000 196,000 459,000
688,000 442,000 1,130,000

税源移譲後（単位：円）
所得税 住民税 合　計
62,000 126,500 188,500
160,500 260,500 421,000
376,500 404,500 781,000
868,500 650,500 1,519,000

税源移譲後（単位：円）
所得税 住民税 合　計

0 9,000 9,000
59,500 135,500 195,000
165,500 293,500 459,000
590,500 539,500 1,130,000

負担
増減額
0円
0円
0円
0円

負担
増減額
0円
0円
0円
0円

●独身者の場合

●夫婦＋子供２人の場合

※夫婦＋子供２人の場合、子供のうち１人が特定扶養親族に該当するものとしています。
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
★上記は税源移譲による負担変動を示すものです。このほか平成19年分所得税、平成19年度分住民税から定率減税
が廃止される等の影響があることにご留意ください。
★上記の住民税（年額）は所得割に係るもので、このほかに均等割が課税されます。
★事業所得者の方は、平成19年６月から徴収される平成19年度分の住民税が増加し、確定申告時（予定納税の場合
は平成19年７月、11月および確定申告時）に納税する平成19年分の所得税が減少します。

問い合わせ　課税課市民税担当　　　☎２２－２２１１内線１２７１～１２７３
　　　　　　吉田総合支所税務担当　☎７７－１１１１
　　　　　　大滝総合支所税務担当　☎５５－０１０１
　　　　　　荒川総合支所税務担当　☎５４－２１１５

個々の納税者の個々の納税者の
負担合計額は同じ負担合計額は同じ
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住
民
税
と
所
得
税
で
は
、
扶
養
控
除

や
配
偶
者
控
除
な
ど
の
人
的
控
除
額
に

差
（
下
表
３
参
照
）
が
あ
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
同
じ
収
入
金
額
で
も
、
住
民

税
の
課
税
所
得
は
、
所
得
税
よ
り
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
住
民
税
の
税

率
を
５
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
た
場

合
、
所
得
税
の
税
率
を
引
き
下
げ
た
だ

け
で
は
税
負
担
が
増
え
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
個
々
の
納

税
者
の
人
的
控
除
の
適
用
状
況
に
応
じ

て
、
住
民
税
を
減
額
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
納
税
者
の
税
負
担
が
変
わ
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

住
民
税
の
課
税
所
得
金
額
が

２
０
０
万
円
以
下
の
方

　

次
の
イ
と
ロ
の
い
ず
れ
か
小
さ
い
額

調
整
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
す

調
整
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
す

　

８
・
９
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
た
と

お
り
、
住
民
税
所
得
割
の
税
率
が
、
一

律
10
％
（
市
民
税
６
％
・
県
民
税
４
％
）

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
と
合
わ
せ
て
、
所

得
税
の
税
率
改
正
等
も
行
わ
れ
、
住
民

税
と
所
得
税
を
合
わ
せ
た
納
税
者
の
負

担
が
増
加
し
な
い
よ
う
調
整
さ
れ
ま
す
。

（
下
表
１
・
２
参
照
）

　

65
歳
以
上
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方
に
適
用
さ

れ
て
い
た
非
課
税
措
置
が
、
段
階
的
に

廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
17
年
１
月
１
日
に
お
い
て
65
歳

に
達
し
て
い
た
方
（
昭
和
15
年
１
月
２

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
前
年

の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以

下
の
方
は
、
平
成
19
年
度
は
均
等
割
額

と
所
得
割
額
の
税
額
の
３
分
の
１
を
減

額
し
ま
す
。
平
成
20
年
度
以
降
は
、
減

額
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
65
歳
以

上
で
も
障
が
い
者
・
寡
婦
（
寡
夫
）
に

該
当
さ
れ
る
方
は
、
合
計
所
得
金
額
が

１
２
５
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
非
課
税
と

な
り
ま
す
。（
下
表
４
参
照
）

老
年
者
の
非
課
税
措
置

老
年
者
の
非
課
税
措
置

が
見
直
さ
れ
ま
す

が
見
直
さ
れ
ま
す

の
５
％
を
税
額
か
ら
控
除
。

イ
人
的
控
除
額
の
差
の
合
計
額

ロ
住
民
税
の
課
税
所
得
金
額

住
民
税
の
課
税
所
得
金
額
が

２
０
０
万
円
超
の
方

　
｛
人
的
控
除
額
の
差
の
合
計
額

－（
住

民
税
の
課
税
所
得
金
額

－
２
０
０
万

円
）｝
の
５
％
を
税
額
か
ら
控
除
。

※
た
だ
し
、
こ
の
金
額
が
２
，
５
０
０

円
未
満
の
場
合
は
、
２
，
５
０
０
円

に
な
り
ま
す
。

平
成
平
成
1919
年
度
住
民
税
（
市
県
民
税
）
の

年
度
住
民
税
（
市
県
民
税
）
の

主
な
税
制
改
正
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

主
な
税
制
改
正
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

表１　住民税所得割の税率改正について
改　正　前 改　正　後

課税所得金額 税率 速算控除額 課税所得金額 税率 速算控除額

200万円以下 5％ 0円

一律 10％ 0円700万円以下 10％ 100,000円

700万円超　 13％ 310,000円

表３　例住民税と所得税の人的控除額の差について
住民税 所得税 控除額の差

基礎控除 33万円 38万円 5万円

配偶者控除 33万円 38万円 5万円

扶養控除 33万円 38万円 5万円

特定扶養控除 45万円 63万円 18万円

表２　所得税の税率改正について
改　正　前 改　正　後

課税所得金額 税率 速算控除額 課税所得金額 税率 速算控除額

330万円以下 10％ 0円
195万円以下 5％ 0円

330万円以下 10％ 97,500円

900万円以下 20％ 330,000円
695万円以下 20％ 427,500円

900万円以下 23％ 636,000円

1,800万円以下 30％ 1,230,000円 1,800万円以下 33％ 1,536,000円

1,800万円超　 37％ 2,490,000円 1,800万円超　 40％ 2,796,000円

※住民税・所得税ともに、（課税所得金額×税率）－速算控除額で税
額を求めます。

表４　老年者の非課税措置の見直しについて
〔前年の合計所得金額が125万円以下の方〕
課税年度 昭和15年1月2日以前に生まれた方

平成17年度以前 非課税

平成18年度 市県民税額の3分の2を減額

平成19年度 市県民税額の3分の1を減額

平成20年度以降 減額なし

表５　定率減税の廃止について
住民税減税 所得税減税

17年度 15％〔4万円限度〕 17年分 20％〔25万円限度〕

18年度 7.5％〔2万円限度〕
［18年6月から半減］ 18年分 10％〔12万5千円限度〕［18年1月から半減］

19年度 廃　止 19年分 廃　止

所
得
割
の
税
率
が

所
得
割
の
税
率
が

一
律
一
律
1010
％
に
な
り
ま
す

％
に
な
り
ま
す
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景
気
対
策
の
た
め
平
成
11
年
度
か
ら

定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
ま
す

定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
ま
す

　

税
制
改
正
に
よ
り
、
退
職
所
得
に
対

す
る
住
民
税
の
税
率
が
、
平
成
19
年
１

月
１
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
３
段
階
か

ら
一
律
の
税
率
と
な
り
ま
す
。（
前
ペ

ー
ジ
表
１
と
同
様
）

平
成
平
成
1919
年
１
月
１
日
か
ら

年
１
月
１
日
か
ら

　

退
職
所
得
に
対
す
る

　

退
職
所
得
に
対
す
る

　
　

住
民
税
の
税
率
が

　
　

住
民
税
の
税
率
が

　
　
　
　
　

変
わ
り
ま
す

　
　
　
　
　

変
わ
り
ま
す

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
に
つ
い
て

平
成
平
成
2020
年
度
分
か
ら

年
度
分
か
ら

実
施
さ
れ
る

実
施
さ
れ
る

主
な
税
制
改
正
に
つ
い
て

主
な
税
制
改
正
に
つ
い
て

導
入
さ
れ
た
定
率
減
税
は
、
所
得
税
が

平
成
19
年
分
か
ら
、
住
民
税
は
平
成
19

年
度
か
ら
全
面
的
に
廃
止
さ
れ
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
表
５
参
照
）

　

税
源
移
譲
に
よ
る
税
負
担
は
変
わ
り

ま
せ
ん
が
、
定
率
減
税
の
廃
止
に
よ
り
、

税
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
末
ま
で
に
入
居
し
た
方
で
、

平
成
19
年
分
以
降
の
所
得
税
に
お
け
る

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
よ
る
減
税
額
が
減

っ
て
し
ま
う
場
合
は
、
市
に
申
請
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
分
が
平
成
20
年
度

以
降
の
住
民
税
で
減
税
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
税
と
住
民
税
を
合
わ
せ
、
今
ま

で
ど
お
り
の
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
震
保
険
料
控
除
の
創
設

　

現
行
の
損
害
保
険
料
控
除
を
改
組
し
、

地
震
保
険
料
控
除
（
支
払
っ
た
地
震
保

険
料
の
２
分
の
１
、
限
度
額
２
万
５
千

円
）
が
創
設
さ
れ
、
平
成
20
年
度
分
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

経
過
措
置
と
し
て
、
平
成
18
年
末
ま

で
に
締
結
し
た
長
期
損
害
保
険
に
係
る

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り

損
害
保
険
料
控
除
を
適
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

課
税
課
市
民
税
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１

　
　

内
線
１
２
７
１
〜
１
２
７
３

各
総
合
支
所
税
務
担
当

　

吉
田
☎
77

－

１
１
１
１

　

大
滝
☎
55

－

０
１
０
１

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
５

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い

な
い
65
歳
以
上
の
介
護
認
定
者
（
要
支

援
１
を
除
く
）
の
う
ち
、
身
体
障
害
者

と
同
等
程
度
の
方
に
、申
請
に
よ
り「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
交
付
し

ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
を
持
っ
て
税
務
署
ま
た

は
市
（
課
税
課
）
に
申
告
す
る
と
、
本

人
ま
た
は
扶
養
者
の
税
金
が
減
額
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対　

象　

平
成
18
年
中
に
要
介
護
１
か

ら
５
、
ま
た
は
要
支
援
２
の
認
定
を
さ

れ
て
い
る
65
歳
以
上
の
介
護
認
定
者
の

う
ち
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
み
ど
り
の

手
帳
（
療
育
手
帳
）、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
方
で
、

平
成
18
年
中
の
所
得
を
申
告
す
る
際
に
、

所
得
税
や
市
県
民
税
が
①
課
税
さ
れ
る

方
、
②
課
税
さ
れ
る
親
族
な
ど
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
方

申　

請　

高
齢
者
介
護
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
健
康
福
祉
課
に
、
介
護
保
険
被

保
険
者
証
を
持
参
し
、
本
人
ま
た
は
代

理
人
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
18
年
中
に
納
め
た
介
護
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
所
得
税
や
市
県
民
税
の

確
定
申
告
等
で
の
社
会
保
険
料
等
の
金

額
の
一
部
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
の
必
要
な
書
類
は
次

の
と
お
り
で
す
。

年
金
で
納
付
の
方
（
本
人
の
み
）

　

年
金
保
険
者
か
ら
送
付
さ
れ
る
源
泉

徴
収
票
（
１
月
下
旬
ま
で
に
送
付
）

納
入
通
知
書
で
納
付
の
方
（
負
担
者
）

　

各
個
人
で
保
管
さ
れ
て
い
る
領
収
書

口
座
振
替
で
納
付
の
方
（
負
担
者
）

　

市
か
ら
送
付
さ
れ
る
口
座
振
替
分
の

納
付
済
通
知
書
（
１
月
中
旬
に
送
付
）

※
郵
送
さ
れ
た
通
知
や
こ
れ
ま
で
納
め

た
領
収
書
等
は
、
申
告
に
必
要
で
す

の
で
紛
失
し
な
い
よ
う
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
65
歳
未
満

の
方
は
、
加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保

険
の
中
で
医
療
保
険
分
と
介
護
保
険

分
と
し
て
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
の
で
、
各
健
康
保
険
の
担
当
者
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
介
護
保
険
料
納
付
証
明
書
を
交
付
し

ま
す

　

65
歳
以
上
の
方
で
１
年
間
の
納
付
額

が
不
明
の
場
合
は
市
が
発
行
す
る
納
付

証
明
書
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

申　

請　

高
齢
者
介
護
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
健
康
福
祉
課
に
、
介
護
保
険
被

保
険
者
証
を
持
参
し
、
本
人
ま
た
は
代

理
人
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
さ
れ
る
際
の
介
護
保
険
料
の
電

話
で
の
照
会
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
電

話
で
の
納
付
額
の
確
認
は
差
し
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
介
護
課

　

☎
25

－

５
２
０
５
（
直
通
）

各
総
合
支
所
介
護
保
険
担
当

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６
（
直
通
）

障
害
者
控
除
対
象
者

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
を
交
付
し
ま
す

認
定
書
を
交
付
し
ま
す

高齢者介護課から高齢者介護課から

税の申告についての税の申告についての
お知らせお知らせ

介
護
保
険
料
納
付
額
は

介
護
保
険
料
納
付
額
は

　

確
定
申
告
等
に

　

確
定
申
告
等
に

使
用
で
き
ま
す

使
用
で
き
ま
す
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平成19年度市県民税の申告受付日程のお知らせ平成19年度市県民税の申告受付日程のお知らせ
平成19年度市県民税の申告受付については、表のとおり地区別に各会場で行います。
なお、申告についてのお知らせは市報２月号をご覧ください。

月　日 申告受付会場 申告受付対象地区 受付時間
２月14日㈬ 浦山公民館 浦山 午前９時～

午後１時
２月15日㈭ 久那公民館 久那

午前９時～
午後４時

２月16日㈮ 影森公民館 宮本・巴・大沼・八幡
２月19日㈪ 旭・栄
２月20日㈫

高篠公民館
上山田・下山田

２月21日㈬ 中山田・栃谷本・栃谷・
定峰

２月22日㈭ 尾田蒔公民館 中寺尾・下寺尾
２月23日㈮ 上寺尾・蒔田・田村
２月26日㈪

原谷公民館
諏訪

２月27日㈫ 宮崎・大野原
２月28日㈬ 上黒谷・下黒谷
３月１日㈭ 大田公民館 太田・伊古田
３月２日㈮ 品沢・堀切・小柱

３月５日㈪

歴史文化伝承館
５階第１会議室

日野田町・野坂町・滝
の上町

３月６日㈫ 上町

３月７日㈬ 中町・本町・宮側町・
番場町・上野町・東町

３月８日㈭ 道生町・中村町・阿保町

３月９日㈮ 近戸町・桜木町・金室
町・永田町・柳田町

３月12日㈪ 熊木町・大畑町・上宮地町

３月13日㈫ 中宮地町・下宮地町・
相生町・別所

３月14日㈬ 該当日に都合のつか
ない方３月15日㈭

【秩父市役所】

月　日 申告受付会場 申告受付対象地区 受付時間
２月15日㈭ 吉田石間交流学習館 吉田石間 午前９時～

午後４時
２月16日㈮ 吉田小学校太田部分校 吉田太田部 午前10時～正午

２月19日㈪

吉田高齢者生産活
動センター

上吉田（明ヶ平・小川・
女形）

午前９時～
午後４時

２月20日㈫ 上吉田（大波見・小川
戸・塚越）

２月21日㈬ 上吉田（女部田・久形・
千鹿谷・中島）

２月22日㈭ 上吉田（宮戸・石間戸・
大棚部）

２月23日㈮

吉田総合支所

吉田阿熊
２月26日㈪ 吉田久長（久長上）
２月27日㈫ 吉田久長（久長元・藤頼）
２月28日㈬ 下吉田（取方・桜井）

３月１日㈭ 下吉田（本町・上町・
仲町・新志）

３月２日㈮ 下吉田（藤沢・関小暮）
３月５日㈪ 下吉田（新田原）

３月６日㈫ 下吉田（上野釜の上赤
柴・橋倉）

３月７日㈬ 下吉田（布里田中・矢畑）
３月８日㈭ 下吉田（椋本）
３月９日㈮ 下吉田（椋本）
３月12日㈪ 下吉田（井上）
３月13日㈫

該当日に都合のつか
ない方３月14日㈬

３月15日㈭

月　日 申告受付会場 申告受付対象地区 受付時間

３月４日㈰

歴史文化伝承館
５階第１会議室 秩父市役所管内の方

午前９時～
午後４時

吉田総合支所 吉田総合支所管内の方
荒川総合支所 荒川総合支所管内の方

３月11日㈰
歴史文化伝承館
５階第１会議室 秩父市役所管内の方

荒川総合支所 荒川総合支所管内の方

【吉田総合支所】

月　日 申告受付会場 申告受付対象地区 受付時間

２月15日㈭
巣場区集会所 巣場 午前９時30分～

11時30分
強石健康元気プラ
ザ 強石 午後１時30分～

３時30分

２月16日㈮

大血川健康元気プ
ラザ 大血川 午前９時30分～

11時30分

大達原区集会所 大達原 午後１時30分～
３時30分

２月19日㈪
神岡区集会所 神岡 午前９時30分～

11時30分
大輪コミュニティ
ーセンター 大輪 午後１時30分～

３時30分

２月20日㈫
落合区公会堂 落合 午前９時30分～

11時30分

三十槌区集会所 三十槌 午後１時30分～
３時30分

２月21日㈬
大久保区集会所 大久保・二瀬 午前９時30分～

11時30分

麻生区集会所 麻生 午後１時30分～
３時30分

２月22日㈭
寺井区集会所 寺井 午前９時30分～

11時30分

上中尾区集会所 上中尾 午後１時30分～
３時30分

２月23日㈮
川又公会堂 川又 午前９時30分～

11時30分

栃本会館 栃本 午後１時30分～
３時30分

２月26日㈪

小双里健康元気プ
ラザ 小双里 午前９時30分～

11時30分
鶉平コミュニティ
ーセンター 鶉平 午後１時30分～

３時30分

２月27日㈫
中双里区集会所 中双里 午前９時30分～

11時30分

中津川区集会所 中津川・小倉沢 午後１時30分～
３時30分

２月28日㈬ 三峰コミュニティ
ーセンター 三峰 午前９時30分～

11時30分
３月１日㈭

～

３月15日㈭
大滝総合支所 該当日に都合のつか

ない方
午前９時～

午後４時

【大滝総合支所】

月　日 申告受付会場 申告受付対象地区 受付時間
２月15日㈭

～

３月15日㈭
荒川総合支所 荒川総合支所管内全域 午前９時～

午後４時

【荒川総合支所】

日曜日の申告受付（平日に都合がつかない方の申告を受け付けます）

※各会場とも、上記以外の休日（土・日・祝日）
は申告受付を行いません。
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市
で
は
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校
、

各
種
学
校
、
大
学
等
に
入
学
が
決
定
し

た
方
お
よ
び
在
学
中
の
方
に「
奨
学
金
」

等
の
貸
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

貸
付
額
等
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
資
格

○
保
護
者
が
、
市
内
に
居
住
し
て
い
る

方
（
武
山
・
髙
山
奨
学
生
の
保
護
者

は
２
年
以
上
）

○
学
校
長
の
推
薦
を
得
ら
れ
る
方

○
学
校
に
入
学
が
決
定
し
、
ま
た
は
在

学
中
で
、
学
資
の
支
出
が
困
難
で
あ

る
方
（
困
難
な
程
度
に
つ
い
て
は
、

規
則
で
定
め
る
経
済
的
基
準
に
よ
り

ま
す
。）

○
奨
学
金
に
相
当
す
る
他
の
学
資
の
貸

付
け
を
受
け
て
い
な
い
方

○
保
護
者
が
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
方

○
保
証
人
（
市
内
在
住
）
が
得
ら
れ
る
方

申
請
時
に
必
要
な
書
類

○
学
校
長
の
推
薦
書
・
成
績
証
明
書

　
（
髙
山
奨
学
生
は
、
推
薦
書
の
み
）

○
入
学
決
定
通
知
書
、
ま
た
は
在
学
証

明
書
の
写
し

○
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の

写
し

○
履
歴
書
（
形
式
自
由
）

○
保
護
者
の
納
税
証
明
書
、
ま
た
は
非

課
税
証
明
書

○
保
護
者
の
所
得
を
証
明
す
る
書
類

○
「
申
請
書
」
と
「
調
書
」（
学
校
教

育
課
お
よ
び
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
の

教
育
委
員
会
各
事
務
所
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。）

申
請
書
配
布
お
よ
び
受
付
期
間

　

２
月
１
日
㈭
〜
３
月
30
日
㈮

募
集
人
員　

各
奨
学
資
金　

20
人
程
度

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

学
校
教
育
課　

　

☎
25

－

５
２
２
８
（
直
通
）

教
育
委
員
会
各
事
務
所

　

吉
田
☎
77

－

１
１
０
０
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
７
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
８
（
直
通
）

武山育英資金 髙山奨学資金 奨学資金 入学準備金

対 　 象
お よ び
貸 付 額

•高校生月額１万円以内
•大学生（短大生・高等専
門学校生を含み、大学院生
は除く）月額５万円以内

専門学校生等（准看護学
校・看護学校・専修学校・
各種学校生、修業年限２
年以上）月額４万円以内

•高校生月額２万円以内
•大学生（短大生・高等専
門学校生を含み、大学院生
は除く）月額４万円以内

大学生（短大生・高等専門
学校生を含み、大学院生は
除く）一時金30万円以内

利　　子 無　利　子 年利５％

振込時期 正規の修学期間内において、毎年５月と10月に６か月分をまとめて振り込みます。 平成19年５月

償還期間 貸付期間の終了した翌月
から10年以内

貸付期間の終了した翌月
から８年以内

貸付期間の終了した翌月
から10年以内

平成20年度から４年以内

借 受 者 学生または生徒 学生 学生または生徒 学生の保護者

　

償
却
資
産
と
は
、
固
定
資
産
税
の
課

税
対
象
の
土
地
・
家
屋
以
外
で
事
業
の

用
に
供
す
る
構
築
物
、
機
械
お
よ
び
装

置
、
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の

課
税
対
象
と
な
ら
な
い
車
両
、
工
具
器

具
お
よ
び
備
品
等
が
該
当
し
ま
す
。

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

　

法
人
や
個
人
の
経
営
者
の
方
で
、
１

月
１
日
現
在
に
秩
父
市
内
で
、
営
業
や

製
造
業
等
の
た
め
に
償
却
資
産（
遊
休
、

簿
外
、
償
却
済
み
等
を
含
む
）
を
使
用

し
、
法
人
税
法
、
所
得
税
法
の
規
定
に

よ
る
所
得
の
計
算
上
損
金
と
し
た
も
の

や
、
必
要
経
費
と
し
て
減
価
償
却
額
を

算
出
す
る
も
の
等
を
所
有
し
て
い
る
方

申
告
方
法

　

申
告
用
紙
（
市
役
所
課
税
課
お
よ

び
各
総
合
支
所
総
務
課
税
務
担
当
に
備

付
）
に
記
載
の
う
え
、
法
人
に
つ
い
て

は
平
成
18
年
中
に
税
務
署
に
申
告
し
た

明
細
書
（
別
表
16
表
）、
個
人
に
つ
い

て
は
平
成
18
年
中
に
確
定
申
告
を
し
た

決
算
書
の
写
し
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
年
ま
で
に
償
却
資
産
の
申

告
を
さ
れ
て
い
る
方
、
秩
父
市
へ
平
成

18
年
中
に
法
人
登
録
、
個
人
営
業
届
を

提
出
し
て
い
る
方
に
は
、
12
月
中
旬
に

償
却
資
産
の
申
告
用
紙
を
郵
送
し
ま
し

た
の
で
ご
確
認
の
う
え
、
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

申
告
期
間　

１
月
４
日
㈭
〜
31
日
㈬

申
告
場
所　

市
役
所
課
税
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
総
務
課
税
務
担
当

問
い
合
わ
せ　

課
税
課
資
産
税
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１

　

内
線
１
２
７
９
・
１
２
７
５

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産

　
　
　
　
　
　

１
月
は
申
告
月
で
す

　
　
　
　
　
　

１
月
は
申
告
月
で
す

も
う
一
度
事
業
用
資
産
の
見
直
し
を

市の市の
奨学金制度を奨学金制度を
ご利用くださいご利用ください



所在地　みどりが丘81
従業員数　159人
代表者　中川　文之
主な製品　精密プレス加工（自

動車・電器・事務機
等）およびプレス用
金型設計製作

ＵＲＬ
　http://www.nakagawa-kiki.co.jp

　

当
社
は
設
立
以
来
54
年
、
秩
父
を
本

拠
地
と
し
て
、
国
内
で
は
宮
崎
工
場
、

海
外
で
は
タ
イ
と
中
国
に
合
弁
事
業
の

生
産
拠
点
を
有
し
、精
密
プ
レ
ス
加
工
・

精
密
金
型
の
分
野
に
お
け
る
技
術
革
新

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

秩
父
地
区
の
本
社
工
場
と
技
術
セ
ン

タ
ー
は
、
全
拠
点
の
マ
ザ
ー
工
場
の
機

能
を
果
た
し
て
お
り
、
先
進
技
術
へ
の

挑
戦
と
高
生
産
性
実
現
の
基
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

製
品
で
は
、
自
動
車
の
ド
ア
部
品
や

燃
料
タ
ン
ク
ユ
ニ
ッ
ト
、
エ
ア
バ
ッ
ク

部
品
、
ブ
レ
ー
キ
部
品
、
ス
テ
ア
リ
ン

グ
部
品
等
多
く
の
自
動
車
部
品
を
生
産

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
Ｏ
Ａ
機
器
金

属
部
品
、
住
宅
用
特
殊
金
具
、
卓
上
ガ

ス
コ
ン
ロ
の
意
匠
部
品
等
、
製
品
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

当
社
技
術
力
を
示
す
例
と
し
て
「
絞

り
・
曲
げ
等
の
複
数
加
工
を
同
一
金
型

で
連
続
的
に
加
工
す
る
技
術
」、「
複
雑

な
フ
ラ
ン
ジ
が
付
い
た
部
品
の
連
続
カ

ッ
ト
オ
フ
加
工
」、「
板
厚
と
同
じ
程
度

の
狭
い
幅
の
ス
リ
ッ
ト
状
短
冊
抜
き
加

工
」、「
深
絞
り
加
工
」
等
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
プ
レ
ス
加
工
の
み
に
止
ま
ら

ず
「
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
を
駆
使
し
た
３
次

元
ア
ー
ク
溶
接
」、「
精
密
ろ
う
付
け
溶

接
」、「
カ
チ
オ
ン
電
着
塗
装
」、「
自
動

パ
イ
プ
曲
げ
」
な
ど
の
技
術
も
製
品
の

付
加
価
値
の
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
ま
す
。

　

主
要
設
備
と
し
て
は
、
精
密
プ
レ
ス

加
工
に
威
力
を
発
揮
す
る
「
サ
ー
ボ
プ

レ
ス
」、
多
数
の
プ
レ
ス
を
ロ
ボ
ッ
ト

で
連
結
し
多
品
種
対
応
と
高
生
産
性
を

両
立
さ
せ
る
「
ラ
イ
ン
ペ
ー
サ
ー
」
や

「
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
フ
ィ
ー
ダ
ー
」、
量

産
品
の
低
コ
ス
ト
と
品
質
安
定
の
決
め

手「
順
送
プ
レ
ス
」等
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
金
型
の
設
計
で
は
「
Ｃ
Ａ
Ｄ

／
Ｃ
Ａ
Ｍ
／
Ｃ
Ａ
Ｅ
設
備
」、
金
型
製

作
で
は
「
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」「
精

密
ワ
イ
ヤ
ー
カ
ッ
ト
」
等
の
最
新
鋭
設

備
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
「
実
際
に
作
業
し
て
い
る
社
員
が
主

人
公
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
重
視
」
が
職
場
の
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と

も
、「

人

と
技
術
が

時
代
を
拓

く
」
を
基

本
と
し
た

仕
事
を
続

け
て
ま
い

り
ま
す
。

株式会社中川機器製作所

㈱中川機器製作所　本社・工場㈱中川機器製作所　本社・工場

所在地　上宮地町30－20
従業員数　50人
代表者　石川　貞夫
主な製品　電子部品　IC・LSI・

COB・LED等、ウエ

ハー切断・検査

　

当
社
は
、
１
９
３
０
年
に
繊
維
企
業

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
１
９
６
８
年

電
子
部
品
の
製
造
（
ス
イ
ッ
チ
）
を
手

が
け
時
代
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る

企
業
を
目
指
し
、
１
９
７
５
年
に
は
株

式
会
社
へ
組
織
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
９
７
１
年
に
は
繊
維
部
門
か
ら
撤

退
し
、
電
話
交
換
機
の
組
立
な
ど
の
事

業
を
行
い
、
ま
た
、
１
９
７
９
年
に
半

導
体
関
連
分
野
へ
と
進
出
し
、
着
実
に

業
容
の
拡
大
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

更
に
、
１
９
８
６
年
に
は
別
会
社
と

し
て
小
鹿
野
町
に
㈱
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
き
の
こ
の
周

年
栽
培
工
場
を
立
上
げ
、
外
貨
を
獲
得

し
て
少
し
で

も
雇
用
の
場

を
つ
く
り
、

地
域
に
貢
献

で
き
る
企
業

を
目
指
し
て

い
ま
す
。

石川電気株式会社

石川電気㈱　本社・工場石川電気㈱　本社・工場

～がんばる秩父の企業を応援する金融機関などを訪問しました～

14

所在地　下吉田7154
従業員数　54人（秩父事業所41人）
代表者　大野　隆幸
主な製品　アルミダイカスト部品
　　　　亜鉛ダイカスト部品

ＵＲＬ
　http://www.nerima-kogyo.co.jp

　

当
社
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
・
亜
鉛
に

よ
る
超
精
密
部
品
を
生
産
す
る
ダ
イ
カ

ス
ト
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
昭
和
46
年

に
旧
吉
田
町
に
生
産
拠
点
と
し
て
秩
父

事
業
所
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

電
動
工
具
部
品
・
自
動
車
関
連
部
品

を
始
め
、
光
学
部
品
・
耐
圧
部
品
・
外

観
部
品
に
至
る
ま
で
、
全
国
の
幅
広
い

分
野
の
お
客
様
に
ダ
イ
カ
ス
ト
を
供
給

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
単
な
る
ダ
イ
カ
ス
ト
専
業
メ

ー
カ
ー
に
な
る
の
で
は
な
く
、
お
客
様

と
設
計
・
開
発
の
段
階
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
こ
と
に
よ
り
、

提
案
で
き
る
企
業
と
し
て
厚
い
信
頼
を

受
け
て
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
地

域
に
根
ざ
し

た
企
業
と
し

て
、
地
域
の

皆
様
と
と
も

に
発
展
し
て

い
く
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

株式会社練馬工業
秩父事業所

㈱練馬工業　秩父事業所㈱練馬工業　秩父事業所
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所在地　下影森1008－３
従業員数　71人（秩父工場24人）
代表者　大浦　昌久
主な製品　マイクロ減速機・マ

イクロＤＣモータ・
コアレスモータ・60
分メカタイマー

ＵＲＬ
　http://www.sayama-pre.co.jp

　

当
社
は
旧
秩
父
精
密
と
高
麗
精
密
が

１
９
９
９
年
に
合
併
し
、
株
式
会
社
コ

マ
テ
ッ
ク
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
早
８
年
を
迎
え
ま
し
た
。
旧
秩
父

精
密
の
時
代
か
ら
す
る
と
秩
父
の
地
で

27
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

当
社
は
シ
チ
ズ
ン
時
計
の
孫
会
社

に
あ
た
り
、
親
会
社
は
狭
山
精
密
工
業

㈱
（
本
社
・
狭
山
市
）
で
シ
チ
ズ
ン
時

計
の
初
め
て
の
子
会
社
で
す
。
そ
の
関

係
で
組
立
て
を
長
年
得
意
領
域
の
事
業

と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
サ
ヤ
マ

グ
ル
ー
プ
は
シ
チ
ズ
ン
夕
張
、
全
国
に

支
店
・
販
売
の
拠
点
を
持
つ
シ
ル
バ
ー

電
研
、
シ
ル
バ
ー
企
画
、
サ
ピ
オ
テ
ッ

ク
、
コ
マ
テ
ッ
ク
を
含
め
５
社
、
約
１
，

０
０
０
人
規
模
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
Ｇ
Ｍ
事
業
に
属
し
マ
イ
ク
ロ

減
速
機
や
Ｄ
Ｃ
マ
イ
ク
ロ
モ
ー
タ
の
製

造
を
担
当
し
、
本
社
（
日
高
市
）
で
は

自
動
盤
・
歯
割
加
工
・
サ
ブ
組
立
て
を

行
い
、
秩
父
工
場
で
は
モ
ー
タ
と
減
速

機
を
組
込
み
製
品
に
す
る
役
割
と
マ
イ

ク
ロ
モ
ー
タ
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、唯
一
日
本
で
当
社
が
60
分
メ
カ（
ゼ

ン
マ
イ
式
）
タ
イ
マ
ー
を
製
造
し
て
い

ま
す
。

　

世
界
に
誇
る
腕
時
計
の
遺
伝
子
を
受

継
い
で
、
よ
り
小
さ
い
モ
ノ
を
得
意
と

し
、携
帯
電
話
の
振
動
モ
ー
タ
径
４
・
２

㎜
か
ら
径
で
当
社
が
開
発
し
て
世
界
標

準
と
し
た
Ｒ
Ｂ
Ｉ
35
㎜
の
サ
イ
ズ
の
減

速
機
が
主
流
製
品
で
す
。

　

秩
父
工
場
は
、
女
性
従
業
員
が
大
半

で
男
性
は
数
名
な
の
で
、
華
や
い
だ
そ

し
て
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
職
場
で
す
。

本
社
と
秩
父
工
場
の
親
睦
も
年
に
数
回

行
い
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
コ
マ
テ
ッ
ク
と
し
て
Ｉ
Ｓ

Ｏ
の
環
境
を
取
得
し
品
質
を
含
め
狭
山

精
密
工
業
と
一
体
と
成
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
も
シ
チ
ズ

ン
の
方
針
に
従
い
取
組
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

株式会社コマテック

㈱コマテック　秩父工場

▲

▲マイクロギヤードモータ

所在地　小柱671－１
従業員数　39人
代表者　宮原　誠
主な製品　牛乳・乳製品・果汁

等の製造・販売

ＵＲＬ
　http://www.c-milk.co.jp

  
当
社
は
、
明
治
18
年
秩
父
市
番
場
町

に
秩
父
牛
乳
養
成
舎
と
し
て
創
業
を
開

始
、
平
成
元
年
当
地
に
新
工
場
を
設
立
、

移
転
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
乳
食

品
企
業
と
し
て
食
の
「
安
全
・
安
心
」

を
最
優
先
に
考
え
、
ま
た
、「
秩
父
の

牛
乳
」
を
柱
と
し
て
牛
乳
・
乳
製
品
を

供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
生
活
者

の
理
解
を
得
て「
秩
父
牛
乳
ブ
ラ
ン
ド
」

の
確
立
を
図
り
、
地
域
酪
農
の
維
持
発

展
に
貢
献
で
き
る
企
業
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
社
は
地
域
密
着
ミ
ル
ク
プ
ラ

ン
ト
と
し
て
、
秩
父
郡
市
在
住
者
の
新
規

お
よ
び
中
途
採
用
、
身
体
障
が
い
者
雇
用
、

資
源
循
環
型
社
会
へ
の
取
組
お
よ
び
構
築

を
図
る
と
と

も
に
、
彩
の

国
エ
コ
ア
ッ

プ
宣
言
企
業

と
し
て
環
境

問
題
に
積
極

的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま

す
。

秩父乳業株式会社

秩父乳業㈱　本社・工場秩父乳業㈱　本社・工場

所在地　中町７－１
従業員数　20人（秩父支店）
支店長　安藤　忠
ＵＲＬ
　http://www. towabank.co.jp/

　

当
行
は
、
昭
和
26
年
10
月
大
生
無
尽
㈱

と
の
合
併
に
よ
り
大
生
相
互
銀
行
秩
父
支

店
が
設
置
さ
れ
、
昭
和
35
年
現
在
地
に
新

築
移
転
、平
成
元
年
２
月
に
「
東
和
銀
行
」

に
改
称
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

①
役
に
立
つ
銀
行
②
信
頼
さ
れ
る
銀

行
③
お
客
様
と
と
も
に
発
展
す
る
銀
行

を
経
営
理
念
と
し
、お
客
様
第
一
主
義
・

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
（
心
か
ら
の
お
も

て
な
し
・
顧
客
満
足
度
の
向
上
）
を
モ

ッ
ト
ー
に
営
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。
以

上
の
経
営
理
念
の
も
と
、
地
域
社
会
へ

総
合
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
し
て
、

中
小
企
業
を
中
心
と
し
た
事
業
者
や
個

人
の
お
客
様
と
の
取
引
の
密
度
を
高
め

な
が
ら
、
営
業
基
盤
の
充
実
、
資
産
運

用
の
効
率
化
を

推
し
進
め
、
地

域
社
会
か
ら
信

頼
さ
れ
、
愛
さ

れ
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
バ
ン

ク
」
を
目
指
し

ま
す
。

東和銀行　秩父支店

東和銀行　秩父支店東和銀行　秩父支店

市報ちちぶ12月号15ページに掲載した「埼玉縣信用金庫　秩父支店」の記事の中で誤りがありましたので、訂正してお
詫びいたします。
誤 従業員数22人 → 正 従業員数18人　　誤 支店長 牧田　敏夫 → 正 支店長 牧田　敏男
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　　警察署　　警察署
　　からの　　からの
お知らせお知らせ

市では、行政経営の透明性を高めるため、公共工事の発注状況を下表のとおり公表します。（税込・500万円以上）

（競争入札）
契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格

（税込／円）
契約金額

（税込／円）
落札率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

6日 1月19日 秩父駅前広場舗装工事 宮側町地内 5,586,000 5,355,000 95.86 ㈱山口組 公園課
22－2603

6日 2月28日 羊山人工芝テニスコート防
風ネット設置工事 羊山公園内 7,455,000 7,192,500 96.48 有隣興業㈱ 公園課

22－2603

6日 3月12日 大野原６号汚水枝幹線築造
工事Ｃ工区 大野原地内 26,565,000 25,935,000 97.63 ㈱松岡組 下水道課

25－5218

6日 3月12日 市道荒川上田野50・51号
線道路改築工事 荒川上田野地内 13,650,000 13,230,000 96.92 町田土木

荒川総合支所
地域整備課
54－2392

6日 3月23日 大輪地区散策路整備工事 三峰地内 17,640,000 17,010,000 96.43 ㈱三共工務店
大滝総合支所
産業振興課
55－0862

13日 1月31日 吉田保育所一時移転施設改
修工事 旧吉田学童保育室 10,710,000 10,500,000 98.04 ㈲マルシン建設 建築住宅課

25－5214

13日 2月28日 金室処理場取りこわし工事 金室町地内 49,245,000 47,775,000 97.01 秩父土建㈱ 道路課
25－5213

13日 2月28日 羊山公園管理事務所棟新築
工事 羊山公園内 14,700,000 14,490,000 98.57 浅見建築所 建築住宅課

25－5214

13日 3月20日 久那147号線法留工事 久那地内 7,140,000 6,825,000 95.59 埼玉特殊工業㈱ 道路課
25－5213

13日 3月20日 斉戸・南ヶ丘住宅天井・浴
室改修工事

市営斉戸住宅・
市営南ヶ丘住宅 6,405,000 6,279,000 98.03 ㈲神林建築 建築住宅課

25－5214

13日 3月26日 新堀改修工事 寺尾地内 17,010,000 16,485,000 96.91 ㈲内山土木 ダム河川課
22－2496

20日 2月15日 小川・上吉田地内移動通信
用鉄塔整備工事 上吉田地内 19,950,000 19,530,000 97.89 ㈱協和エクシオ 情報政策課

22－2204

27日 2月16日 荒川総合支所庁舎屋上防水
他改修工事 荒川総合支所 9,030,000 8,893,500 98.49 守屋八潮建設㈱ 建築住宅課

25－5214

27日 2月28日 「芝桜の丘」園路整備工事 羊山公園内 9,618,000 9,240,000 96.07 ㈱山口組 公園課
22－2603

（随意契約）
契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格

（税込／円）
契約金額

（税込／円）
契約率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

6日 3月16日 大野原２号汚水枝幹線築造
工事Ｂ工区付帯工事 大野原地内 5,544,000 5,250,000 94.70 ㈱山本組 下水道課

25－5218

27日 2月20日 （仮称）秩父市上吉田複合型
老人福祉施設外構整備工事 上吉田地内 32,550,000 31,500,000 96.77 ㈱高橋組 建築住宅課

25－5214

問い合わせ　工事の内容について…工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６（直通）

平成18年11月契約分 公共工事の発注状況を公表します

　

あ
な
た
の
素
早
い
１
１
０
番
通
報
が

事
件
・
事
故
の
早
期
解
決
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
１
１
０
番
に
掛
け
る
と
、
さ
い
た
ま

市
に
あ
る
埼
玉
県
警
察
本
部
通
信
指

令
室
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
何
が
あ
り
ま
し
た
か
（
内
容
）

○
ど
こ
で
あ
り
ま
し
た
か
（
目
標
物
）

○
い
つ
あ
り
ま
し
た
か
（
時
間
）

○
犯
人
は
（
人
相
や
服
装
、
特
徴
）

な
ど
順
を
追
っ
て
尋
ね
ま
す
の
で
、
落
ち

着
い
て
は
っ
き
り
と
答
え
て
く
だ
さ
い
。

◎
１
１
０
番
は
、
緊
急
な
場
合
の
専
用

電
話
で
す
の
で
、
緊
急
性
の
な
い
各

種
相
談
は
、
埼
玉
県
警
察
相
談
コ
ー

ナ
ー
（
☎
０
４
８

－

８
２
２

－

９
１

１
０
ま
た
は
＃
９
１
１
０
）
に
、
ま

た
運
転
免
許
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
な
ど
は
、
警
察
署
や
交
番
・
駐
在

所
に
そ
れ
ぞ
れ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
警
察
署
☎
24

－

０
１
１
０

小
鹿
野
警
察
署
☎
75

－

０
１
１
０

１
月
10
日
は

１
１
０
番
の
日
で
す
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東
町
で
は
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
（
ま
つ

り
カ
ー
ド
）
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

〈
ま
つ
り
カ
ー
ド
の
特
典
〉

☆
１
０
０
円
お
買
い
上
げ
ご
と
に
１
ポ

イ
ン
ト
、
３
５
０
ポ
イ
ン
ト
で
「
満

点
カ
ー
ド
」
に
な
り
ま
す
。

☆
「
満
点
カ
ー
ド
」
と
引
き
換
え
に

５
０
０
円
分
の
お
買
い
物
が
で
き
ま

☆
施
設
に
居
な
が
ら
み
ん
な
で
気
楽
に

楽
し
く
お
買
い
物
♪

☆
ご
要
望
で
ど
ん
な
商
品
で
も
揃
え
て

い
き
ま
す
。

☆
お
買
い
物
は
現
金
ま
た
は
楽
楽
屋
専

用
商
品
券
が
使
え
ま
す
。

東
町
ま
つ
り
カ
ー
ド
会

東
町
ま
つ
り
カ
ー
ド
会

と　

き　

２
月
20
日
㈫
・
21
日
㈬

只
今
募
集
中
！

先
着
35
名
様
ご
招
待

※
詳
細
は
加
盟
店
ま
で
！

東
町
ま
つ
り
カ
ー
ド
会

東
町
商
店
街
協
同
組
合

事
務
局　

早
川
時
計
店

　

☎
22

－

０
８
１
２

す
。

☆
観
劇
ご
優
待
・

一
泊
旅
行
ご
優

待
等
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
に
参

加
で
き
ま
す
。

☆
東
町
商
店
街
35

店
の
加
盟
店
で

ご
利
用
く
だ
さ

い
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
担
当
：
相
澤
）

☎
０
１
２
０

－

１
７

－

２
０
３
１

施
設
内
の
ス
ペ
ー
ス
に

施
設
内
の
ス
ペ
ー
ス
に

楽
楽
屋（
お
店
）を
開
き
ま
す

楽
楽
屋（
お
店
）を
開
き
ま
す

秩父市まちづくり景観計画と秩父市まちづくり景観計画と
景観条例の策定作業を進めています景観条例の策定作業を進めています

意
識
調
査

昨
年
10
月
14
日
、
15
日
に
ミ
ュ
ー
ズ

パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
「
彩
の
国
ふ

る
さ
と
秩
父
ま
つ
り
秩
父
は
ん
じ
ょ
う

博
」
内
の
ま
ち
づ
く
り
課
ブ
ー
ス
に
お

い
て
、
市
民
を
は
じ
め
大
勢
の
方
を
対

　

秩
父
市
は
、
豊
か
な
自
然
と
こ
れ
ま

で
蓄
積
し
て
き
た
伝
統
文
化
な
ど
の
秩

父
ら
し
い
景
観
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人

た
ち
が
訪
れ
る
観
光
文
化
都
市
と
し
て

歩
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
美

し
い
景
観
も
、「
み
ん
な
で
守
り
、
育

て
る
。」
と
い
う
意
識
が
な
い
と
損
な

わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
秩
父

の
景
観
を
絶
や
さ
ず
、将
来
に
向
け
て
、

さ
ら
に
優
れ
た
美
し
い
も
の
に
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
に
、
秩
父
市
ま
ち
づ
く

り
景
観
計
画
と
景
観
条
例
を
策
定
す
る

取
組
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

美
し
い
景
観
を
守
り
、
育
て
て
い
く

た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め

大
勢
の
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
、
ふ
る
さ
と
秩
父
の
景
観
を
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
景
観
計
画
と
景
観
条
例
の
策

定
に
関
す
る
情
報
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

こ
の
日
は
、
委
員
の
委
嘱
の
ほ
か
、
景

観
法
、景
観
計
画
（
＊
１
）
と
条
例
（
＊

２
）
の
必
要
性
、
秩
父
市
の
景
観
の
目

指
す
べ
き
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
、
議

論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。（
第
２
回
策
定

委
員
会
は
１
月
中
旬
に
、
庁
内
調
整
会

議
は
必
要
に
応
じ
て
随
時
開
催
す
る
予

定
で
す
。）

＊
１　

景
観
計
画
と
は

今
あ
る
景
観
を
守
り
、
育
て
て
い
く

た
め
に
必
要
な
共
通
の
ル
ー
ル
を
決
め

る
も
の
で
す
。

＊
２　

景
観
条
例
と
は

景
観
計
画
で
決
め
た
共
通
の
ル
ー
ル

を
法
的
に
位
置
付
け
る
た
め
の
も
の
で
す
。

※
景
観
に
関
す
る
ご
意
見
、
お
問
い
合

わ
せ
は
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

　

☎
25

－

５
２
１
７

25

－

０
１
３
７

策
定
委
員

会
に
は
、
ま

ち
づ
く
り
に

関
連
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
や

市
民
の
代
表

の
方
な
ど
に

参
加
い
た
だ

い
て
お
り
、

象
に
景
観
に
関
す
る
意
識
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

秩
父
市
ま
ち
づ
く
り
景
観
計
画
策
定
委

員
会
と
庁
内
調
整
会
議

昨
年
11
月
24
日
、
秩
父
市
ま
ち
づ
く

り
景
観
計
画
策
定
委
員
会
と
庁
内
調
整

会
議
が
発
足
し
ま
し
た
。

秩
父
市
ま
ち
づ
く
り

秩
父
市
ま
ち
づ
く
り

景
観
計
画
お
よ
び

景
観
計
画
お
よ
び

景
観
条
例
の
策
定
に

景
観
条
例
の
策
定
に

向
け
た
取
組

向
け
た
取
組

★
商
品
と
引
換
に
商

品
代
金
と
利
用
料

金
を
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

【
利
用
料
２
９
０
円
】

※
た
だ
し
一
部
地
域

は
別
途
料
金
が
か

か
り
ま
す
。

★
ご
希
望
の
方
に
は
定
期
的
に
御
用
聞

き
の
お
電
話
を
差
し
上
げ
ま
す
。

こ
ん
な
時
便
利
で
す
！

◇
体
調
が
悪
く
て
買
物
に
出
ら
れ
な
い

◇
忙
し
く
て
買
い
物
が
で
き
な
い
時

◇
車
が
な
い
時
、
な
い
方

◇
家
を
留
守
に
で
き
な
い
時

一
人
暮
ら
し
や
お
年
寄
り
の
方
の

見
守
り
運
動
も
行
い
ま
す
。

東
町
ま
つ
り
カ
ー
ド
８
周
年
特
別
企
画

春
の
駿
河
路　
　

  

焼
津
の
旅

お
買
い
物
を
代
行
し
ま
す

お
買
い
物
を
代
行
し
ま
す
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１
〜
１
歳
半
程
度
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
同
封
し
、
住
所
・

両
親
と
お
子
さ
ん
の
名
前
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
と
コ
メ

ン
ト
を
明
記
の
う
え
、
市
役
所
広
報
広
聴
課
（
〒
３
６
８
ー

８
６
８
６　

熊
木
町
８
ー
15
）
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

抽
選
に
漏
れ
た
方
も
、
２
歳
に
な
る
月
ま
で
は
、
翌
月
の
抽

選
に
繰
り
入
れ
、
再
抽
選
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
「
市
報
ち
ち
ぶ
」

に
も
同
様
に
掲
載
し
ま
す
。

応

法
方
募

「かっこよく、とってね !」

（熊木町）

根岸　誠
せい

矢
や

 くん
「いっぱい遊んで
　おなかすいちゃった♥」

（寺　尾）

黒沢　美
み

月
づき

 ちゃん

（
評
）
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
月
は
五
句
と
厳
選
で
す
が
、
そ
の
う
ち
偶
然
に
も
三
句
は
「
雨
の
音
」
を
詠
っ
た
句

を
採
り
ま
し
た
。
栗
原
さ
ん
は
、
朝
晩
の
冷
え
と
と
も
に
雨
垂
れ
の
音
に
も
冬
到
来
を
感
じ
た
の
で
す
。
木
村
さ
ん
は
秩
父
の

冬
桜
の
有
り
様
を
美
事
に
凝
視
し
ま
し
た
。
田
村
さ
ん
の
句
は
、
年
賀
状
準
備
に
怠
り
な
い
作
者
の
姿
を
、
内
田
さ
ん
は
山
国

の
特
異
な
情
景
を
、
千
島
さ
ん
は
雁
の
声
と
雨
音
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
把
握
し
一
句
に
成
し
ま
し
た
。
さ
て
「
新
春
色
紙
短
冊
展
」

が
、
１
月
13
日
㈯
〜
17
日
㈬
ま
で
、
歴
史
文
化
伝
承
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

雨
垂
れ
の
音
の
み
の
闇
冬
め
け
り 

永
田
町　

栗
原　

昌
次

秩

父

嶺

に

か

ざ

し

て

淡

き

冬

桜 

近
戸
町　

木
村
む
ら
子

冬
に
入
る
筆
の
穂
先
を
揃
へ
た
る 

上　

町　

田
村　

喜
平

吊
る
さ
れ
し
猪し

し

打
つ
雨
を
夜
半
に
聞
く 

下
吉
田　

内
田
あ
や
子

雁

の

声

遠

の

き

雨

の

音

残

る 

三　

峰　

千
島
サ
マ
井

大
野
ひ
ろ
志　

選

俳　
　
　

句

（
評
）
　

一
年
間
皆
さ
ん
の
作
品
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
10
代
の
方
か
ら
90
歳
代
の
方
ま
で
、
幅
広
い
方
々
が
投
稿
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
学
ぶ
こ
と
に
年
齢
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
も
皆
さ
ん
の
傑
作
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
日
ひ
と
ひ
無
事
な
れ
ば
よ
し
一
合
の
米
を
ば
ぎ
ゅ
っ
と
力
込
め
磨
ぐ 

下
影
森　

畠
山　

時
子

お
年
玉
を
出
す
額
減
る
も
悲
喜
半
ば
孫
ら
次
第
に
遠
く
な
り
ゆ
く 

中　

町　

内
田　

定
男

朝
露
を
水
玉
に
し
て
葉
の
上
に
こ
ろ
が
し
遊
ぶ
里
芋
の
茎 

寺　

尾　

原
島　
　

清

取
り
入
れ
の
遅
れ
し
大
豆
の
熟
れ
て
落
つ
豆
撒
き
の
如
畑
に
ち
ら
ば
る 

下
吉
田　

杉
山　

勝
子

秋
天
の
庭
の
莚
に
秋
蕎
麦
の
不
規
則
に
跳
ね
て
乾
く
音
せ
り 

荒
川
白
久　

今
井　

利
彦

新
井　

悦
子　

選

短　
　
　

歌

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒368-8686　熊木町８－15、市役所広報広聴課へ、
必ず官製はがきでお送りください。（１月末締切り分→３月号に掲載）
　１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

新　
　

春　
　

詠

　
　
　
　

冬　
　
　

色 

　

新
井　

悦
子

冬
色
の
深
く
な
り
た
る
庭
隅
に
黄
の
鮮
ら
け
し
つ
わ
ぶ
き
の
花

尉
鶲
の
澄
み
し
鳴
き
声
通
り
く
る
待
ち
い
し
電
話
を
聴
き
た
る
耳
に

　
　
　
　

初　

明　

り 

　

竹
内
弥
太
郎

御

佛

の

眉び

目も
く

に

か

か

る

初

明

り

天

に

花

火

地

に

初

神

楽

鈴

の

音

　
　
　
　

初　
　
　

詣 

　

大
野
ひ
ろ
志

元

旦

と

い

ふ

人

心

の

拠
よ
り
ど
こ
ろ

絞

り

き

れ

ぬ

願

ひ

の

軽

重

初

詣
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◇
１
月
１
日
〜
２
月
28
日
の
休
館
日

各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
１ 木 17 土 　　　　　　大
２ 金 　　　　　　 18 日 　　　　　　大
３ 土 　　　　　　大 19 月 秩　荒　吉
４ 日 　　　　　　大 20 火
５ 月 秩　荒　吉　　 21 水
６ 火 22 木
７ 水 23 金
８ 木 24 土 　　　　　　大
９ 金 25 日 　　　　　　大
10 土 　　　　　　大 26 月 秩　荒　吉
11 日 秩　　　吉　大 27 火
12 月 　　荒　吉　大 28 水 秩
13 火 秩
14 水
15 木
16 金

◇
催
し
物
の
お
知
ら
せ

〈
秩
父
図
書
館
〉

●
平
成
18
年
度
文
芸
講
演
会

　

今
年
の
文
芸
講
演
会
は
、
古
屋
和
子

さ
ん
を
お
招
き
し
ま
す
。
古
屋
さ
ん
は
、

「
越
前
竹

人
形
の
会
」

で
の
語
り

を
契
機
に

「
語
り
」に

取
り
組
ま
れ
、以
後
公
演
な
ど
、国
内
外

で
幅
広
い
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

演　

題　
「
文
学
へ
の
い
ざ
な
い　

古

屋
和
子
ひ
と
り
語
り
」

と　

き　

２
月
11
日
㈰

①
午
前
の
部　

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

　
「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」、「
よ
だ
か
の
星
」

ほ
か
（
お
子
さ
ん
で
も
楽
し
め
ま
す
。）

出　

演　

古
屋
和
子
（
語
り
と
琵
琶
）、

ア
ナ
ン
デ
ィ
ン
・
バ
ヤ
ラ
ト
、
ア
ナ
ン

デ
ィ
ン
・
サ
ロ
ー
ラ
（
馬
頭
琴
と
モ
ン

ゴ
ル
伝
統
舞
踊
）

②
午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
「
平
家
物
語
よ
り
壇
之
浦
」

出　

演　

古
屋
和
子
（
語
り
と
琵
琶
）、

藤
舎
呂
浩
（
小
鼓
）

③
夕
方
の
部　

午
後
４
時
30
分
〜
５
時
50
分

　
「
越
前
竹
人
形
」（
水
上
勉
作
・
脚
色
）

出　

演　

古
屋
和
子
（
語
り
と
琵
琶
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

定　

員　

各
部
３
０
０
人

入
場
料　

無
料

申
込
み　

当
日
の
入
場
に
は
整
理
券
が

必
要
で
す
。
整
理
券
は
図
書
館
で
お
配

り
す
る
ほ
か
、
往
復
は
が
き
で
も
受
け

２月

付
け
ま
す
。
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
三
部
の
う
ち
参
加
希

望
の
部
を
記
入
の
う
え
、
左
記
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。
は
が
き
１
枚
で
５
人

ま
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。（
返

信
は
が
き
の
あ
て
先
は
必
ず
ご
記
入
く

だ
さ
い
。）

　

〒
３
６
８

－

０
０
３
５

　

秩
父
市
上
町
３

－

６

－

27

　

秩
父
図
書
館
文
芸
講
演
会
担
当

受　

付　

１
月
４
日
㈭
か
ら

※
荒
川
図
書
館
、
吉
田
・
大
滝
分
館
、

歴
史
文
化
伝
承
館
、
各
総
合
支
所
市

民
支
援
課
に
も
整
理
券
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

※
講
演
会
当
日
、
秩
父
図
書
館
は
臨
時

休
館
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
な
お
、
２
月
12
日
㈪
は
開
館

し
、
13
日
㈫
に
休
館
し
ま
す
。

●
お
は
な
し
会
（
入
場
無
料
）

　

１
月
13
・
27
日
、
２
月
10
・
24
日
の

土
曜
日
、
午
後
３
時
か
ら
（
約
40
分
）

　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年
児
童
向

け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し
ま
す
。

●
第
１
２
３
回
・
名
作
映
画
鑑
賞
会

題　

名　

ア
イ
・
ラ
ブ
・
ユ
ー

（
１
９
９
９
年
、
日
本
、
１
１
２
分
）

監　

督　

大
澤
豊
、
米
内
山
明
宏

出　

演  

忍お
し

足だ
り

亜
希
子
、
田
中

実
、

不
破
万
作
、
黒
柳
徹
子
ほ
か

内　

容　

耳
の
不
自
由
な
朝
子
は
、
消

１月

※秩…秩父図書館　荒…荒川図書館　吉…秩父図書館吉田分館　大…秩父図書館大滝分館

図書館ホームページアドレス　　https://library.city.chichibu.lg.jp（パソコン用）
　　　　　　　　　　　　　　　https://library.city.chichibu.lg.jp/i/ihome.html（携帯電話用）

防
士
の
夫
・
隆
一
と
お
ま
せ
な
小
３
の

娘
・
愛
と
平
凡
だ
が
幸
せ
な
生
活
を
送

っ
て
い
た
。
あ
る
日
、
思
い
が
け
な
い

こ
と
が
起
こ
る
。
愛
が
学
校
で
い
じ
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
だ
。
原
因
は
？

◎
１
月
25
日
㈭
午
後
１
時
30
分
か
ら

◎
会
場　

秩
父
図
書
館
２
階

◎
映
画
解
説
あ
り
。
入
場
無
料
で
す
。

●
冬
休
み
子
ど
も
映
画
会（
入
場
無
料
）

　

今
回
は
『
日
本
昔
話
と
落
語
特
集
』

で
、「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」（
21
分
）
ほ
か
２

本
を
上
映
し
ま
す
。

◎
１
月
５
日
㈮
午
後
１
時
30
分
か
ら

◎
会
場　

秩
父
図
書
館
２
階

〈
荒
川
図
書
館
〉

●
ピ
ヨ
ピ
ヨ
タ
イ
ム

　

１
月
９
日
、
２
月
13
日
の
火
曜
日
、

午
前
11
時
か
ら
（
約
30
分
）

　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
る
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方
が
対
象
で
す
。

●
お
は
な
し
会

　

１
月
27
日
、
２
月
24
日
の
土
曜
日
、

午
後
２
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
）

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も

た
ち
が
対
象
で
す
。

●
映
画
会
（
入
場
無
料
）

題　

名　
「
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
」（
20
分
）

ほ
か
２
本

◎
１
月
６
日
㈯
午
後
２
時
30
分
か
ら

◎
会
場　

荒
川
公
民
館
軽
運
動
室

題　

名　
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
」（
50
分
）

※
11
月
５
日
上
映
作
品
の
完
結
編
で
す
。

◎
２
月
18
日
㈰
午
後
２
時
30
分
か
ら

◎
会
場　

荒
川
公
民
館
軽
運
動
室

各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
１ 月 秩　荒　吉　大 17 水
２ 火 秩　荒　吉　大 18 木
３ 水 秩　荒　吉　大 19 金
４ 木 20 土 　　　　　　大
５ 金 21 日 　　　　　　大
６ 土 　　　　　　大 22 月 秩　荒　吉
７ 日 　　　　　　大 23 火
８ 月 　　荒　吉　大 24 水
９ 火 秩 25 木
10 水 26 金
11 木 27 土 　　　　　　大
12 金 28 日 　　　　　　大
13 土 　　　　　　大 29 月 秩　荒　吉
14 日 　　　　　　大 30 火
15 月 秩　荒　吉 31 水 秩
16 火
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※平成18年度「秩父市健康カレンダー」の冊子は、１年間大切に保管してください。

●【ＢＣＧ予防接種】満３か月～６か月未満
　２月16日㈮　13：15～14：00
　※母子健康手帳、予診票をお持ちください。

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【ことばの相談】※予約制

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　２月19日㈪　10：00～11：30　９：30から受付
　※初めての方は吉田保健センターへ申込み

●【よしだ元気塾】おおむね40歳以上の方
　２月14日㈬　13：30～15：30　吉田振興会館３階
　※初めての方は吉田保健センターへ申込み

●【骨密度健康相談】
　２月９日㈮　13：15～14：00　上の原集落センター
　※直接または電話で吉田保健センターへ申込み

●【健康相談】
　毎月１～10日まで（土・日・祝日は除く）相談予
約を受け付けています。
※直接または電話で吉田保健センターへ申込み

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

２月16日㈮ 13：15～14：00 ４ か 月 児 健 診
10 か 月 児 健 診

平成18年９・10月生まれ
平成18年３・４月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

２月７日㈬ 10：00～11：00 育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定 乳　　幼　　児

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

２月22日㈭ 13：00～16：00
ことばの発達、発音な
どに関する個別相談

ことばの発達、発音な
どに心配のある幼児と
その保護者

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　１月12日㈮、２月２日㈮
　10：30～11：30　大滝幼稚園

●【健康相談・育児相談】
　２月13日㈫　13：00～15：00
　大滝総合支所内
※健康手帳・母子健康手帳を
お持ちください。

大滝保健センターからのお知らせ

●【乳幼児健診】

● 【育児相談】

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　１月11日㈭、25日㈭、２月８日㈭
　９：30～11：10

●【ＢＣＧ予防接種】満３か月～６か月未満
　１月17日㈬　13：15～14：00
　※母子健康手帳、予診票をお持ちください。

●【健康相談】
　１月23日㈫　13：00～14：00
　※健康手帳をお持ちください。

●【生活習慣病予防料理教室（出前料理）】
　２月９日㈮　10：00～13：00
　半縄区農村センター
　※エプロン、三角巾をお持ち
ください。

　※荒川保健センターへ申込み
（先着20人）

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

１月17日㈬ 13：15～14：00 ４ か 月 児 健 診
10 か 月 児 健 診

平成18年８・９月生まれ
平成18年２・３月生まれ

荒川保健センター会場

吉田保健センター会場（【よしだ元気塾】は、吉田振興会館３階）

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
１月15日㈪
２月５日㈪ 10：00～11：00 育 児 相 談

身 長・ 体 重 測 定 乳　　幼　　児

解する」ことなどでお困りの方は各保健センター

へご相談ください。

※言語リハビリ教室では、会話の援助や楽器演奏の

ボランティアを随時募集しています。ご協力いた

だける方は、各保健センターまでご連絡ください。
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●【予防接種】（集団）

●【血液サラサラ教室】

参加費　無料
定　員　30人（定員になり次第締切）
※事前に申込みが必要です。１月18日㈭午前９時か
ら、秩父保健センターへ電話または直接お申し込
みください。

●【咳のエチケットを守りましょう】
　医療機関や公共的施設、公共交通機関内等での実

施が推奨されます。

①咳をしている人にマスクの着用を促す。

②咳やくしゃみをする際に口と鼻を押さえ、他の人

から顔をそむけ、１ｍ以上離れる。

③鼻をかんだティッシュを、すぐにフタ付きのゴミ

箱に捨てられる環境を整える。

●【麻しん風しんの予防接種が変わりました】
　予防接種法の一部が改正され、平成18年６月２日

から麻しん風しんの予防接種が次のとおり２回接種

となりました。

第１期　１歳～２歳未満
第２期　小学校入学前の１年間
　第１期対象児は原則、麻しん風しん混合ワクチン

を接種します。ただし、麻しんまたは風しんにかか

ったか、麻しんまたは風しん単独ワクチンのいずれ

か片方のみ接種したお子さんは、未接種分の単独ワ

クチンを定期予防接種として受けられます。第２期

対象児には個別に通知を発送しますので、内容をご

確認のうえ、接種することをお勧めします。

●【胃がん・子宮がん検診】（個別）
　指定の医療機関で胃がん・子宮がん検診が受けら

れます（それぞれ先着200人）。毎月１～７日（土・

日・祝日を除く）に各保健センターで申込みを受け

付けています。

●【言語リハビリ教室】

※40歳以上で「話す」・「読む」・「書く」・「聞いて理

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【両親学級（妊娠後期）】
　妊娠７か月を過ぎた初回妊婦さんとその家族

※電話で秩父保健センターへ申込み

秩父保健センター会場

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
２月８日㈭ 13：00～14：00 ３ 歳 児 健 診 平成15年10月生まれ
２月14日㈬ 13：00～14：00 乳児（10か月児）健診 平成18年４月生まれ
２月15日㈭ 13：00～14：00 乳児（４か月児）健診 平成18年９月生まれ
２月27日㈫ 13：00～14：00 １歳６か月児健診 平成17年７月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

２月１日㈭ ９：30～10：30
育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定
赤 ち ゃ ん 体 操

乳　　幼　　児

種　類 月　日 受付時間 対　　　　象

三種混合 ２月９日㈮
３月16日㈮ 13：30～14：30 満３か月～７歳６か月未満

Ｂ Ｃ Ｇ ２月20日㈫
３月26日㈪ 13：30～14：30 満３か月～６か月未満

月　　日 会　　場 実施時間

１月29日㈪ 荒川保健センター

13：30～15：30２月13日㈫ 秩父保健センター

２月20日㈫ 吉田保健センター

月   日 時　　間 内　　　容（テーマ）
１
日
目

２月18日㈰
13：30～16：00
（受付13：15～）

・赤ちゃんの育て方
・赤ちゃんのお風呂の入れ方
　（沐浴実習）

２
日
目

２月23日㈮
・お産の準備と経過
・呼吸法・補助動作の実習
・母子保健サービスについて

月   日 時　　　間 内　　　容

１日目 ２月19日㈪ 13：30～15：30 医師による講話

２日目 ２月22日㈭ ９：30～13：00 栄養士による講義と調理実習

３日目 ２月26日㈪ 13：30～15：30 ３Ｂ体操指導士による運動
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相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 月・水・金曜
９時～16時

秩父市子育て支援センター
☎22－7282 22－7283
吉田子育て支援センター
☎77－1145 77－1148

子どもについ
ての心配ごと

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204（直通）

身体・知的障
がいについて

月～金曜
９時～18時

フレンドリー　☎22－7785（身
体障がい） ☎22－7045（知的
障がい） 22－7055土曜  ９時～16時

精神障がい
に つ い て

月～金曜
９時～17時

地域生活支援センター「アク
セス」☎24－1025 24－1026

障がい者の
就労・労働

月～金曜
９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・ 22－2870

い じ め・
不 登 校 等
教 育

ひまわり教室　月～金曜
９時～17時

ひまわり教室
☎22－2228（直通）

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～17時

吉田事務所
☎77－1100（代表）

人 権
月～金曜　8時30分～17時15分 さいたま地方法務局

秩父支局 ☎22－0827人権擁護委員による相談
火曜（第5週を除く）９時～16時

内 職 木曜　９時～17時
ちちぶパートバンク
☎24－5222職 業

ちちぶパートバンク
月～金曜　９時～17時
吉田総合支所　
月曜　９時～16時30分

労 働 月～金曜　8時30分～17時 北部産業労働センター
秩父支所
☎23－7881

夜 間 労 働
（電話相談のみ）

火・木曜
17時～20時

中小企業者向
けよろず金融

２/14  13時～16時30分  ※前々日まで
に要予約　会場   歴文館5階第2会議室

商業振興課 ☎25－5208（直通）
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚 福祉女性会館
１/13、２/10 13時～16時 秩父市社会福祉協議会

☎22－1514心 配 ご と 社協荒川事務所
１/25 13時～16時

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
大
人
の
仲
間
入
り
。

国
民
年
金
に
も
加
入
し
ま
す
。
加
入
手

続
き
は
市
役
所
で
行
い
ま
す
。

○
国
民
年
金
の
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

年
金
額
は
物
価
の
変
動
を
反
映
し
ま
す

　

現
在
の
貨
幣
価
値
は
、
長
い
将
来
変

わ
ら
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
物

価
の
上
昇
に
よ
っ
て
今
の
貨
幣
価
値
が

目
減
り
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

公
的
年
金
は
、
物
価
の
変
動
に
合
わ

せ
て
年
金
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

生
涯
安
心
で
す
。

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す

　

公
的
年
金
の
保
障
は
老
後
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
加
入
中
に
事
故
や
病
気

で
障
が
い
が
残
っ
た
場
合
は
障
害
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
、
死
亡
し
た
場
合
は
、

そ
の
遺
族
に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
　

あ
な
た
の
人
生
を

　
　
　
　

大
き
く
サ
ポ
ー
ト

相談名 相　　　談　　　日 会　　場 相　　談　　員

法 律

２月６日㈫・15日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室） 弁護士２月13日㈫

10時～15時 吉田総合支所
※電話で予約が必要です。
１月22日㈪　午前９時から電話予約受付　各日先着10人

人 権 毎月第２・４水曜
13時～16時

秩父市役所
（3階相談室） 人権擁護委員

行 政

１月15日㈪ 
２月19日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員
１月15日㈪
２月５日㈪

吉田総合支所
（振興会館）

１月15日㈪
２月19日㈪ 荒川総合支所
１月22日㈪ 
２月26日㈪ 大滝総合支所

市 民 木曜
13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員

消 費 生 活 月·水·金曜
９時～16時 消費生活コンサルタント

行 政 手 続 １月９日㈫・２月13日㈫
13時～15時 行政書士

登 記 １月17日㈬・２月21日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 ２月５日㈪ 
10時～15時 税理士

土 地 建 物 ２月20日㈫ 
10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について １月25日㈭・２月22日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 １月23日㈫・２月27日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

労 働 年 金 １月12日㈮・ ２月９日㈮
13時～15時 社会保険労務士

※市民生活課および各総合支所（市民支援課）では、相談日以外でも相談を受け付けます。
上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25－5200（直通）

※相談日が祝日の場合はお休みとなります。

○
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
度
の
保
険
料
は
月
額
１
３
，

８
６
０
円
で
す
。
納
付
方
法
に
は
、
①

納
付
書
で
納
付
②
口
座
振
替
③
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
納
付
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
前
も
っ
て
保
険
料
を
納
め
る

前
納
制
度
を
利
用
す
る
と
保
険
料
が
割

引
さ
れ
大
変
お
得
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
に
つ

い
て

　

新
し
く
成
人
し
た
方
の
中
に
は
、
学

生
で
あ
っ
た
り
、
働
い
て
い
な
い
の
で
収

入
が
な
く
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
方

が
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
方
の
た
め

に
特
例
制
度
や
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度　

　

学
生
の
方
で
、
本
人
の
所
得
が
一
定

以
下
で
、
申
請
が
認
め
ら
れ
る
と
在
学

期
間
中
の
保
険
料
を
後
払
い
で
き
る
制

度
で
す
。

申
請
免
除
制
度　

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
、本
人
・

配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
所
得
が
一
定

以
下
で
、
申
請
が
認
め
ら
れ
る
と
保
険

料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。（
所
得

に
応
じ
て
段
階
的
に
免
除
額
を
設
定
）

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
お
よ
び
配

偶
者
の
所
得
が
一
定
以
下
で
、
申
請
が

認
め
ら
れ
る
と
保
険
料
を
後
払
い
で
き

る
制
度
で
す
。

　

皆
さ
ん
と
年
金
は
、
一
生
、
長
い
お

付
き
合
い
に
な
り
ま
す
。
納
め
ら
れ
な

い
と
き
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
ま
ず
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、

県
民
の
方
を
対
象
に
、
交
通
遺
児
等
援

護
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

※
交
通
遺
児
等
と
は
、
保
護
者
（
一
方

ま
た
は
双
方
）
が
、
交
通
事
故
に
よ

り
死
亡
ま
た
は
重
い
障
が
い
（
お
お

む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
の
基
準
で
１

〜
３
級
相
当
）
を
生
じ
た
18
歳
以
下

の
人

給
付
対
象
遺
児　

県
内
に
在
住
し
て
い

る
乳
幼
児
お
よ
び
小
・
中
・
高
等
学
校
、

各
種
学
校
等
に
在
学
す
る
昭
和
63
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
交
通
遺
児
等

で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
該
当
者
、
あ
る

い
は
同
世
帯
の
者

①
高
等
学
校
交
通
遺
児
授
業
料
減
免
対

象
者

②
児
童
扶
養
手
当
対
象
者

③
生
活
保
護
世
帯

④
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
ま
た
は
均

等
割
の
み
納
付
世
帯

給
付
額　
遺
児
１
人
に
つ
き
年
額
５
万
円

給
付
時
期　

平
成
19
年
４
月
末
日

申
請
書
類　

市
役
所
、
学
校
等
に
あ
る
申

請
書
と
し
お
り
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
お
よ
び
提
出
先　

　

１
月
末
日
ま
で
に
み
ず
ほ
信
託
銀
行

浦
和
支
店
に
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会

　

☎
０
４
８

－
８
３
０

－

２
９
５
８

交
通
遺
児
等
援
護
金　
　

を
給
付
し
ま
す

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が

い
な
い
場
合
に
、
第
八
回
特
別
弔
慰
金

と
し
て
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

１　

月　

の　

納　

税

市
県
民
税　
　
　
　
　
　

第
４
期
分

国
民
健
康
保
険
税　
　
　

第
７
期
分

納
期
限
は
１
月
31
日
㈬
で
す
。

納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
納
税
制
度
を
利
用
し
て
い

る
方
は
、
納
期
限
に
振
り
替
え
ま
す
の

で
預
貯
金
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
振
替
税
目
の
追
加
や
納
税
義

務
者
の
名
義
が
変
わ
っ
た
場
合
な
ど
は
、

改
め
て
口
座
振
替
の
申
込
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
申
込
み
は
、
い
つ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
納
税
通
知
書
、

預
貯
金
通
帳
、
通
帳
届
出
印
を
持
参
の

う
え
、
収
納
課
、
各
総
合
支
所
総
務
課

窓
口
ま
た
は
金
融
機
関
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
毎
月
10
日
ま
で
に
申
込
み

を
さ
れ
た
方
は
、
そ
の
月
か
ら
振
り
替

え
ま
す
。
そ
れ
以
降
の
方
お
よ
び
み
ず

ほ
銀
行
で
申
込
み
を
さ
れ
た
方
は
、
翌

月
か
ら
振
り
替
え
ま
す
。

　

な
お
、
１
月
の
休
日
納
税
窓
口
は
、

28
日
㈰
で
す
。
収
納
課
窓
口
に
お
い
て
、

納
税
と
納
税
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

（
総
合
支
所
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ　

収
納
課

　

☎
22

－

２
２
１
０
（
直
通
）

１

２

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の　

   

皆
さ
ま
へ

－
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

－
３

お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
と
氏
が
同

じ
で
あ
る
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖

父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

４
．
右
記
３
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

５
．
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
ご
遺
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
一
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
三
親
等
内
の
親
族

請
求
期
限　

平
成
20
年
３
月
31
日

請
求
手
続　

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
健
康
福
祉
課

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
援
護
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
６
３

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６
（
直
通
）

不用品のリサイクルコーナー
　市では、日用品など自分には不用になったが、ま
だ利用できるものなので譲りたい、または、譲って
ほしいという希望者を登録し、紹介しています。
　なお、無料譲渡を条件とします。
譲
り
た
い
物
本棚、自転車用補助イス

譲
っ
て
ほ
し
い
物

チャイルドシート各種、マウンテンバイク、下駄箱、
ベビーバス、ピアニカ、自転車、ピアノ、茶だんす、
EM菌用生ゴミ容器、本棚、カラーボックス、ベビー
ベッド

登
録
状
況

　譲りたい物 ２件
　譲ってほしい物 22件

（平成18年12月11日現在）

※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限ります。
　希望者は、電話にて市民生活課にご連絡ください。
　また、有効期間中に「譲れなくなった」または「譲
り受ける必要がなくなった」という場合は、必ず市
民生活課までご連絡ください。

登録申込み・問い合わせ
　　市民生活課　☎２５－５２００（直通）
　　　　　　　　☎２２－２２１１内線１３２１

お知らせのページの各内容に“通し番号”を付けました。
お問い合わせの際などにご利用ください。

４
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都
市
計
画
図
作
成
に
伴
う　

現
地
調
査
の
お
知
ら
せ

　

ま
ち
づ
く
り
課
で
は
、
新
た
な
都
市

計
画
図
の
作
成
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
作
業
員
が
市
内
の
現
地

調
査
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
作
業
員
は
腕
章
を
身
に
つ
け

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
ま
す
。

期　

間　

１
月
〜
３
月

問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

　

☎
25

－

５
２
１
７
（
直
通
）

埼
玉
県
防
災
情
報
メ
ー
ル

配
信
中
！

　

埼
玉
県
で
は
、
防
災
に
関
す
る
情
報

を
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

受
け
取
れ
る
情
報

　

気
象
注
意
報
・
警
報
、
震
度
情
報
、

避
難
勧
告
等
、
危
機
管
理
情
報　

な
ど

登
録
方
法

●
携
帯
電
話
か
ら

　

バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
付
き
の
携
帯

電
話
は
下
記
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、
宛
先
に
、

　

saitam
aken

@
jijo
.b
o
sai.in

fo

と
入
力
し
て
空
メ
ー
ル
を
送
り
、
届
い

た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、
登
録

手
続
き
が
で
き
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
か
ら

　

同
じ
よ
う
に
空
メ
ー
ル
を
送
る
と
、

登
録
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.saitam

a.lg.jp
/

A
0
5
/B
C
0
0
/b
o
u
sai-m

ail.h
tm
l

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
消
防
防
災
課

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

３
１
８
０

　

携
帯
電
話
の
操
作
が
分
か
ら
な
い
時

は
、
市
内
の
購
入
店
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

•
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
秩
父
店

　

☎
０
１
２
０

－

７
９
５

－

６
０
８

　
（
午
前
10
時
〜
午
後
７
時
、
木
曜
定
休
）

•
ａ
ｕ
シ
ョ
ッ
プ
秩
父

　

☎
21

－

１
３
７
７

　
（
午
前
11
時
〜
午
後
８
時
、定
休
日
な
し
）

５

無
料
簡
易
耐
震
診
断
・　
　

安
心
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
会

　

秩
父
市
と
埼
玉
県
で
は
、
木
造
住
宅

の
耐
震
化
を
促
進
し
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
ソ

フ
ト
を
利
用
し
た
「
無
料
耐
震
診
断
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
耐
震
改
修
・
安
心
リ
フ
ォ

ー
ム
相
談
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

無
料
簡
易
耐
震
診
断

対
象
建
築
物　

１
〜
２
階
建
て
木
造
住
宅
で
、

延
べ
面
積
が
５
０
０
㎡
以
下
の
も
の

（
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
は
除
く
）

申
込
方
法　

市
役
所
建
築
住
宅
課
、
秩
父

県
土
整
備
事
務
所
開
発
建
築
担
当
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
建
物
の
確
認
済
証

（
建
築
確
認
通
知
書
）
、
ま
た
は
各
階

の
平
面
図
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、

建
物
の
状
況
（
建
築
年
、
地
盤
、
基
礎
、

屋
根
、
老
朽
度
等
）
に
つ
い
て
も
、
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

６

耐
震
改
修
・
安
心
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
会

　

耐
震
診
断
を
通
じ
、
適
切
な
リ
フ
ォ

ー
ム
を
安
心
し
て
実
施
で
き
る
よ
う
専

門
家
に
よ
る
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
会
場
・
日
時

●
歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
会
議
室

　

１
月
16
日
㈫
午
前
11
時
〜
午
後
１
時

●
吉
田
総
合
支
所

　

１
月
30
日
㈫
午
前
11
時
〜
午
後
１
時

●
大
滝
総
合
支
所

　

２
月
６
日
㈫
午
前
11
時
〜
午
後
１
時

●
荒
川
総
合
支
所

　

１
月
23
日
㈫
午
前
11
時
〜
午
後
１
時

※
各
会
場
で
も
、
無
料
簡
易
耐
震
診
断

の
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
建
築
住
宅
課

　

☎
25

－
５
２
１
４
（
直
通
）

　

秩
父
県
土
整
備
事
務
所
開
発
建
築
担
当

　

☎
22

－

３
７
１
５
（
代
表
）

７

奥
む
さ
し
駅
伝
競
走
大
会
に
伴
う

　
　
　
　

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

８と　

き　

１
月
28
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

規
制
場
所

　

正
丸
ト
ン
ネ
ル
か
ら
飯
能
市
内
ま
で

※
飯
能
方
面
へ
は
、
名
栗
（
山
伏
峠
）

へ
の
迂
回
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

奥
む
さ
し
駅
伝
競
走
大
会
事

務
局
☎
０
４
２

－

９
７
２

－

６
０
２
８

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を

９問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
献
血
担
当

　

☎
22

－

０
６
４
８
（
代
表
）

１
月
10
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

３
時
30
分

荒
川
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
（
荒
川
献

血
協
力
会
）

１
月
15
日
㈪

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

市
役
所
本
庁
舎
１
階

ロ
ビ
ー
（
秩
父
市
献

血
推
進
協
議
会
）

１
月
29
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

秩
父
県
土
整
備
事
務

所
内
ロ
ビ
ー
（
秩
父

県
土
整
備
事
務
所
）

２
月
２
日
㈮

午
前
９
時
45
分
〜

　
　
　
　
　

11
時
45
分

荒
川
ダ
ム
総
合
事
業

所
内
（
荒
川
ダ
ム
総

合
事
業
所
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

秩
父
中
央
病
院
内

（
秩
父
中
央
病
院
）

２
月
15
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

花
ま
つ
り
の
森
（
秩

父
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
）

創
業
・
雇
用
保
険
制
度　

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

10と　

き　

１
月
26
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

秩
父
商
工
会
議
所
会
議
室

内　

容　

①
「
創
業
相
談
」
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
検

討
や
開
業
資
金
の
手
当
て
方
法
な
ど
、

創
業
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

②
「
雇
用
保
険
制
度
相
談
」
人
材
確
保
、

高
齢
者
雇
用
な
ど
雇
用
保
険
適
用
事

業
主
に
支
給
さ
れ
る
各
種
助
成
金
・

奨
励
金
・
給
付
金
の
有
効
活
用
方
法

な
ど
の
相
談

費　

用　

無
料

申
込
み　

１
月
22
日
㈪
ま
で
に
、
県
北

部
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４
８

－

５
２
３

－

２
８
１
７
）
ま
た
は
秩
父
商

工
会
議
所
（
☎
22

－

４
４
１
１
）
へ
。
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中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
へ

今
月
は
「
利
子
補
給
」　　

の
申
請
月
で
す

　

市
で
は
、
中
小
企
業
者
の
健
全
育
成

と
近
代
化
を
図
る
た
め
、
利
子
の
一
部

を
予
算
の
範
囲
内
で
補
給
（
補
助
）
す

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対　

象

　

市
内
に
店
舗
、
工
場
ま
た
は
事
業
所

を
有
し
、
１
年
以
上
同
一
事
業
を
営
み
、

市
税
を
完
納
し
て
い
る
会
社
ま
た
は
個

人※
市
内
で
の
事
業
活
動
の
た
め
に
借
入

れ
た
資
金
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
他

の
市
町
村
で
定
め
る
国
民
生
活
金
融

公
庫
資
金
借
入
金
利
子
補
給
制
度
を

受
け
て
い
る
方
は
、
こ
の
制
度
の
適

用
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

●
合
併
前（
平
成
17
年
３
月
31
日
以
前
）

に
借
入
れ
た
資
金

対
象
借
入
金

①
旧
秩
父
市
小
口
金
融
制
度

②
旧
秩
父
市
特
別
小
口
無
担
保
無
保
証

人
保
証
制
度

③
旧
秩
父
市
商
店
街
施
設
改
善
資
金
貸

付
制
度

④
国
民
生
活
金
融
公
庫
融
資
制
度

補
給
率　

従
来
の
制
度
と
同
じ

期　

間　

従
来
の
制
度
と
同
じ

●
合
併
後（
平
成
17
年
４
月
１
日
以
降
）

に
借
入
れ
た
資
金

対
象
借
入
金

①
秩
父
市
小
口
金
融
制
度

②
秩
父
市
「
特
別
」
小
口
金
融
制
度

11

③
秩
父
市
商
店
街
施
設
改
善
資
金
貸
付

制
度

④
国
民
生
活
金
融
公
庫
融
資
制
度

補
給
率

　

年
間
支
払
利
子
の
20
％
以
内

期　

間　

最
初
に
適
用
を
受
け
た
年
か

ら
連
続
し
た
10
年
以
内

限
度
額　

１
世
帯
ま
た
は
１
事
業
所
10

万
円
を
限
度

受　

付　

１
月
４
日
㈭
〜
31
日
㈬

　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

申
請
先　

①
②
③
の
制
度

　

市
役
所
商
業
振
興
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
産
業
振
興
課

④
の
制
度

　

本
庁
・
大
滝
管
内
の
事
業
所
は
所
管

の
商
工
会
議
所
ま
た
は
商
工
団
体
、
吉

田
管
内
の
事
業
所
は
吉
田
総
合
支
所
、

荒
川
管
内
の
事
業
所
は
荒
川
総
合
支
所

泫
市
報
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
申
請

先
が
、
一
部
変
更
と
な
り
ま
し
た
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
新
規
（
平
成
18
年
１
月
以
降
）
の
借

入
れ
が
あ
る
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
商
業
振
興
課

　

☎
25

－

５
２
０
８
（
直
通
）

各
総
合
支
所
産
業
振
興
課　

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
３
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
２
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
４
（
直
通
）

秩
父
商
工
会
議
所
☎
22

－

４
４
１
１

大
滝
商
工
会
☎
55

－

０
６
６
１

　

市
で
は
、
市
報
ち
ち
ぶ
に
皆
さ
ん
か

ら
の
広
告
を
有
料
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
「
市
報
ち
ち
ぶ
」
の
発
行
部
数
は
、毎

月
約
２
６
，
０
０
０
部
で
す
。

　

あ
な
た
の
会
社
、
お
店
の
広
告
を
考

え
て
い
る
方
、
市
報
ち
ち
ぶ
の
広
告
欄

を
使
っ
て
、
宣
伝
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

掲
載
で
き
る
も
の

　

市
報
ち
ち
ぶ
の
公
共
性
を
損
な
わ
な

い
も
の

掲
載
で
き
な
い
も
の

①
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
、
阻
害
す

る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

②
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、
意
見
広
告

お
よ
び
個
人
の
宣
伝
に
係
る
も
の

③
公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
の
風
俗
に
反

す
る
も
の

④
そ
の
他
、
不
適
当
と
市
長
が
認
め
る

も
の

掲
載
箇
所　

「
市
報
ち
ち
ぶ
」
の
お
知

ら
せ
の
ペ
ー
ジ
（
３
ペ
ー
ジ
を
上
限
）

下
１
段
に
掲
載
し
ま
す
。

広
告
掲
載
料

○
１
号
広
告（
１
段
の
２
分
の
１
相
当
）

　

１
５
，０
０
０
円（
縦
56
㎜
×
横
88
㎜
）

○
２
号
広
告
（
１
段
）

　

３
０
，０
０
０
円（
縦
56
㎜
×
横
180
㎜
）

申
請
者
の
資
格　

市
内
に
住
所
ま
た
は

事
業
所
を
有
す
る
者
と
し
ま
す
。

原　

稿　

掲
載
希
望
者
が
作
成
し
て
く

だ
さ
い
。
割
付
は
、
市
で
行
い
ま
す
。

　

広
告
の
原
稿
は
、
申
請
書
（
広
報
広

聴
課
に
あ
り
ま
す
。）
と
一
緒
に
掲
載

希
望
月
の
２
か
月
前
１
日
か
ら
前
月
１

日
（
１
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
、

翌
平
日
）
ま
で
に
、
広
報
広
聴
課
へ
持

参
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

○
市
で
審
査
を
行
っ
た
う
え
で
掲
載
を

決
定
し
ま
す
。

○
掲
載
順
は
原
則
と
し
て
受
付
順
と
し

ま
す
が
、
初
回
申
請
者
お
よ
び
掲
載

回
数
の
少
な
い
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

広
報
広
聴
課

　

☎
22

－

２
５
０
５
（
直
通
）

広　告　欄

1号広告 1号広告

ここに入ります。
2号広告は1段全面に入ります。

市
報
ち
ち
ぶ
に　
　
　
　
　
　
　

市
報
ち
ち
ぶ
に　
　
　
　
　
　
　

　
　

広
告
を
載
せ
て
み
ま
せ
ん
か

　
　

広
告
を
載
せ
て
み
ま
せ
ん
か

12
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１
・
２
月
の　
　
　
　
　

求
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー

と　　き と　こ　ろ 内　　　　容 定員
１／24㈬
14:00～16:00 ちちぶパートバンク

履歴書・職務経歴書の書き
方（座学） 15人

１／26㈮
14:00～16:00 ハローワーク秩父 自己分析とセールスポイン

トの見つけ方（座学） 20人
１／29㈪
13:00～15:00 吉田総合支所 履歴書・職務経歴書の書き

方（座学） 15人
１／31㈬
13:30～16:30 ちちぶパートバンク

履歴書・職務経歴書の書き
方（演習） 15人

２／７㈬
14:00～16:00 ちちぶパートバンク

中高年齢者の求職活動につ
いて（座学） 15人

２／９㈮
14:00～16:00 ハローワーク秩父 履歴書・職務経歴書の書き

方（座学） 20人
２／13㈫
13:00～15:00 吉田総合支所 面接対策・就職の心得（座学） 15人
２／14㈬
14:00～16:00 ちちぶパートバンク

若年者の求職活動について
（座学） 15人

※
定
員
の
関
係
上
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

　

☎
22

－

３
２
１
５

ち
ち
ぶ
パ
ー
ト
バ
ン
ク

☎
24

－

５
２
２
２

経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー
を　

開
催
し
ま
す

　

従
前
か
ら
経
営
革
新
を
進
め
て
い
る

企
業
の
取
組
を
先
進
事
例
と
し
て
紹
介

す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

１
月
23
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

熊
谷
市
立
商
工
会
館
（
熊
谷

商
工
会
議
所
）
２
階
大
ホ
ー
ル

内　

容
（
講
演
）

①
「
一
勝
一
敗
な
ら
ひ
と
つ
は
残
る
〜

多
角
化
で
発
展
的
安
定
経
営
を
目
指

す
〜
」
秩
父
電
子
㈱
代
表
取
締
役　

強
谷
隆
彦 

氏

②
「
殿
様
の
御
用
商
人
が
取
り
組
ん
だ

経
営
革
新
」
㈲
パ
リ
ヱ
ブ
テ
ィ
ッ
ク

代
表
取
締
役　

關　

仁
一
氏

定　

員　

80
人

費　

用　

無
料

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

県
北
部
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
８

－

５
２
３

－

２
８
１
７

13

パ
ー
ト
タ
イ
ム　
　
　
　
　

労
働
ガ
イ
ダ
ン
ス
＆
相
談
会

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
税
金
や
休
暇
、
保

険
な
ど
、
身
近
な
疑
問
を
わ
か
り
や
す

く
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

と　

き　

１
月
30
日
㈫

ガ
イ
ダ
ン
ス　

午
後
１
時
30
分
〜

相
談
会　

午
後
３
時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父　

内　

容　

労
働
関
係
の
法
律
、
保
険
・

税
金
の
基
礎
的
な
話
、
そ
の
他
相
談
等

14

参
加
費　

無
料

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
な
お
、
こ

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
相
談
会
は
失
業
認

定
の
求
職
活
動
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

㈶
21
世
紀
職
業
財
団
埼
玉
事
務
所

　

☎
０
４
８

－

８
２
４

－

７
０
０
１

15

特
定
公
共
賃
貸
住
宅　
　

「
広
瀬
住
宅
」（
空
家
）　

入
居
者
募
集

16募
集
住
宅　

1
戸

所
在
地　

下
吉
田
７
７
７
５

－

３

構　

造　

木
造　

２
階
建
て

間
取
り　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ  

家　

賃　

５
５
，
０
０
０
円

建
設
年
度　

平
成
５
年

駐
車
場　

１
戸
１
台
分
１
，
０
０
０
円

申
込
受
付
期
間

　

１
月
22
日
㈪
〜
26
日
㈮

※
申
込
書
は
受
付
期
間
前
で
も
配
布
し

ま
す
。

申
込
者
の
資
格

①
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

③
入
居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
全
員
の
収

入
月
額
が
、
20
万
円
以
上
60
万
１
千

円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

④
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
必
要

と
し
て
い
る
こ
と
。

入
居
者
の
選
定　

申
込
者
が
多
数
の
場

合
は
抽
選
（
期
間
中
申
込
み
が
な
い
場

合
は
、
随
時
受
付
）

入
居
予
定
時
期

　

平
成
19
年
３
月
ご
ろ

　
（
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

建
築
住
宅
課　

　

☎
25

－

５
２
１
４
（
直
通
）

各
総
合
支
所
地
域
整
備
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
４
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
１
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
２
（
直
通
）

埼
玉
県
県
土
づ
く
り
企
画
室
主
催

道
景
観
づ
く
り　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

17　

国
道
１
４
０
号
を
は
じ
め
と
す
る
荒

川
日
野
周
辺
の
良
好
な
景
観
を
構
築
す

る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
い

ま
す
。

作
業
内
容
「
沿
道
の
樹
林
の
枝
落
と
し
隊
」、

「
周
辺
道
路
見
直
し
調
査
隊
」
の
２
班
に

分
か
れ
て
活
動

と　

き　

１
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
（
解
散
予
定
）

集　

合　

道
の
駅
あ
ら
か
わ

募
集
人
員　

各
隊
25
人
（
計
50
人
）

参
加
費　

１
，
０
０
０
円
（
昼
食
・
保

険
料
等
）

※
お
礼
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
商
品

券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

１
月
５
日
㈮
〜
15
日
㈪
に
、「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ち
ち
ぶ
ま
ち
づ
く
り
工
房
」へ
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

☎
・

24

－

７
７
７
５
（
電
話
は
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
）

E
メ
ー
ル

m
ach
izu
ku
riko
b
o
@
yah
o
o
.co
.jp

平成18年　勤労青少年の標語
『「働く」って　けっこう嬉しい！　かなり楽しい！』
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保
育
士
・
調
理
師　
　
　
　

（
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
）
募
集

　

市
立
保
育
所
に
勤
務
す
る
保
育
士

（
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
）・
調
理
師
（
パ

ー
ト
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

資　

格　

保
育
士　

保
育
士
登
録
を
受
け
た
方
ま

た
は
保
育
士
登
録
簿
に
登
録
予
定
の
方

調
理
師　

調
理
師
免
許
所
有
の
方

勤
務
条
件　

臨
時
職
員
（
保
育
士
）　

　

１
日
８
時
間
週
40
時
間
勤
務
。
構
造

改
革
特
別
区
域
の
認
定
に
よ
り
採
用
期

間
は
最
長
３
か
年（
保
育
士
の
み
募
集
）

パ
ー
ト
職
員
（
保
育
士
・
調
理
師
）

　

１
日
２
時
間
か
ら
５
時
間
勤
務
で
採

用
期
間
は
原
則
最
長
３
か
年

募
集
人
員　

若
干
名

採
用
予
定　

４
月
１
日
ま
た
は
そ
れ
以
降

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課

　

☎
25

－

５
２
０
６
（
直
通
）

18

平
成
19
年
度　
　
　
　
　
　

秩
父
農
工
科
学
高
校　

定
時
制
生
徒
募
集

19　

秩
父
農
工
科
学
高
校
定
時
制
で
は
、

中
学
校
を
卒
業
し
て
「
働
き
な
が
ら
学

ぶ
人
」
を
対
象
に
高
校
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。
中
高
年
齢
の
方
々
の
入
学
も

歓
迎
し
ま
す
。

後
期
募
集

入
学
願
書
提
出
期
間　

２
月
13
日
㈫
、
14
日
㈬

学
力
検
査　

２
月
26
日
㈪
（
国
語
・
数
学

・
社
会
）

面　

接　

２
月
27
日
㈫
（
個
人
面
接
）

第
２
次
募
集

入
学
願
書
提
出
期
間　

３
月
７
日
㈬
、
８
日
㈭

学
力
検
査
・
面
接　

３
月
13
日
㈫
（
国
語

・
数
学
・
英
語
、
個
人
面
接
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

秩
父
農
工
科
学
高
校
定
時
制

　

☎
22

－

３
０
１
７

　
秩
父
高
等
技
術
専
門
校

平
成
19
年
４
月
入
校　
　
　

短
期
コ
ー
ス
訓
練
生
募
集

20募
集
科
目　

パ
ソ
コ
ン
実
務
科
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
科
（
い
ず
れ
も
訓
練
期
間
６
か

月
、
定
員
各
20
人
）

対　

象　

新
た
に
知
識
、
技
能
を
取
得

し
、
就
業
を
希
望
し
て
い
る
方
（
年
齢

は
問
い
ま
せ
ん
。
）

受
付
期
間　

１
月
10
日
㈬
〜
26
日
㈮

選
考
日　

２
月
７
日
㈬
午
前
９
時

合
格
発
表　

２
月
14
日
㈬

選
考
方
法　

筆
記
試
験
（
中
学
校
卒
業
程

度
の
国
語
と
数
学
）
お
よ
び
面
接

試
験
手
数
料　

無
料

授
業
料　

無
料
（
教
科
書
、
作
業
服
等

は
自
己
負
担
）

申
込
方
法　

中
学
、
高
校
等
を
卒
業
見
込

み
の
方
は
秩
父
高
等
技
術
専
門
校
に
直

接
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

以
外
の
方
は
住
所
地
の
公
共
職
業
安
定

所
に
本
人
が
直
接
願
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
22

－

１
９
４
８

　
中
央
公
民
館

初
心
者
ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室　

受
講
生
募
集

21

と　

き

　

２
月
８
日
、
22

日
、
３
月
８
日
、

22
日
（
す
べ
て
木

曜
日
）
、
午
前
９

時
〜
10
時
45
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
視
聴
覚
・

音
楽
室

定　

員　

20
人

講　

師　

安
藤
隆
幸 

氏

参
加
費　

無
料

申
込
み　

１
月
22
日
㈪
ま
で
に
、
中
央

公
民
館
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

　

☎
22

－

０
４
２
０

　
中
央
公
民
館

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
呼
吸
体
操
教
室

受
講
生
募
集

22　

の
び
と
あ
く
び
を
応
用
し
た
呼
吸
と

ヨ
ガ
的
な
体
操
を
組
み
合
わ
せ
た
健
康

体
操
教
室
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

と　

き　

１
月
27
日
、
２
月
３
日
、
10

日
、
24
日
、
３
月
10
日
、
17
日
（
す
べ

て
土
曜
日
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
多
目
的
室

定　

員　

30
人

講　

師　

豊
田
武
志 
氏

参
加
費　

無
料

服　

装　

動
き
や
す
い
服
装

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト

申
込
み　

１
月
15
日
㈪
ま
で
に
、
中
央

公
民
館
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

　

☎
22

－

０
４
２
０

尾
田
蒔
公
民
館
か
ら　
　

募
集
の
お
知
ら
せ

●
写
真
教
室
参
加
者
募
集

と　

き　

２
月
６
日
㈫
午
前
10
時
〜
正

午
、
13
日
㈫
午
後
１
時
〜
３
時
、
20
日

㈫
午
前
10
時
〜
正
午
、
27
日
㈫
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

尾
田
蒔
公
民
館
会
議
室

定　

員　

20
人

講　

師　

犬
木
初
江 

氏

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ま
た
は

ス
チ
ー
ル
カ
メ
ラ
、
筆
記
用
具

●
布
ぞ
う
り
作
り
教
室
参
加
者
募
集

と　

き　

３
月
３
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

尾
田
蒔
公
民
館
集
会
室

定　

員　

20
人

講　

師　

倉
林
フ
サ 

氏
ほ
か

参
加
費　

１
，
５
０
０
円
（
当
日
集
金
、

教
材
費
・
保
険
料
・
昼
食
代
含
む
）

持
ち
物

　

座
布
団
、
は
さ
み
、
筆
記
用
具

申
込
み　

ど
ち
ら
の
教
室
も
１
月
10
日

㈬
〜
30
日
㈫
に
、
尾
田
蒔
公
民
館
（
☎

23

－

９
０
１
０
）
へ
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

23

ペットは愛情を持ち、最後まで責任をもって飼いましょう！
飼い主には、ペットを愛情と責任を持って育て、最後まで飼い続ける義務があります。
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青
年
茶
道
教
室
の
皆
さ
ん
に
、
お
茶

と
お
菓
子
の
い
た
だ
き
方
、
お
て
ま
え

を
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
ど
も
中
心

の
お
茶
会
で
す
が
、
こ
ど
も
と
一
緒
に

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

と　

き　

２
月
４
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
茶
室

対　

象　

こ
ど
も
と
保
護
者

募
集
人
員　

30
人

参
加
費　

２
０
０
円
（
お
菓
子
代
と
し

て
当
日
集
金
）

申
込
み　

１
月
26
日
㈮
ま
で
に
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

☎
22

－

０
４
２
０

市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の　
　
　
　

活
動
報
告
会
を　
　

開
催
し
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

１
月
18
日
㈭

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

報
告
団
体

　

秩
父
市
内
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

「
里
親
入
門
講
座
」　　
　

を
開
催
し
ま
す

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
親
と
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
ず
、
家
庭
の
温
か
さ
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
る
一

方
で
、
そ
の
受
け
皿
と
な
っ
て
い
た
だ

け
る
里
親
家
庭
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
「
里
親
制
度
」

を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、「
里

親
入
門
講
座
」
を
左
表
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
里
親
に
つ
い
て
関
心
が
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

会　

場　

い
ず
れ
も
福
祉
女
性
会
館

対　

象　

秩
父
郡
市
在
住
・
在
勤
の
方

費　

用　

無
料

申
込
み　

　

熊
谷
児
童
相
談
所
地
域
相
談
担
当

　

☎
０
４
８

－

５
２
１

－

４
１
５
２

　

市
役
所
社
会
福
祉
課

　

☎
25

－

５
２
０
４
（
直
通
）

立
春
こ
ど
も
お
茶
会　
　

参
加
者
募
集

24　

秩
父
に
関
す
る
写
真
･
絵
画
展
を
２

月
10
日
㈯
〜
12
日
㈪
に
、
市
民
会
館
第

１
会
議
室
で
開
催
し
ま
す
。

　

写
真
･
絵
画
愛
好
家
の
皆
さ
ん
、
市

民
会
館
に
自
慢
の
作
品
を
展
示
し
て
み

ま
せ
ん
か
？　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ご
応
募
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
作
品　

秩
父
地
域
に
関
係
す
る
行
事

･
植
物
･
風
景
等
の
写
真
、
絵
画

募
集
期
間　

１
月
31
日
㈬
ま
で

問
い
合
わ
せ　

秩
父
宮
記
念
市
民
会
館

　

☎
24

－

６
０
０
０

秩
父
の
郷
土
写
真･

絵
画
展

作
品
募
集

25

　
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室　

参
加
者
募
集

26と　

き　

２
月
17
日
〜
３
月
24
日
の
毎

週
土
曜
日
（
全
６
回
）、
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

対　

象　

運
動
に
慣
れ
た
成
人
男
女

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
，
５
０
０
円

講　

師　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
員

申
込
み　

１
月
27
日
㈯
か
ら
、
文
化
体

育
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
参
加
費
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
・
火
曜
休
館
）
電
話
に
よ

る
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

４
０
０
４

　
温
水
プ
ー
ル

水
泳
教
室　
　
　
　

参
加
者
募
集

27●
初
め
て
の
ク
ロ
ー
ル
水
泳
教
室

　

水
泳
を
す
る
の
が
初
め
て
の
方
や
息

継
ぎ
が
で
き
な
い
方
限
定
の
ク
ロ
ー
ル

基
礎
教
室
で
す
。

と　

き　

２
月
２
日
〜
３
月
23
日
の
毎

週
金
曜
日
（
全
８
回
）、
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

秩
父
市
温
水
プ
ー
ル

対　

象　

成
人
男
女
、
水
泳
初
心
者

講　

師　

秩
父
市
水
泳
連
盟
指
導
員

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

定　

員　

10
人

●
平
泳
ぎ
水
泳
教
室

　

ク
ロ
ー
ル
が
で
き
る
方
対
象
の
平
泳

ぎ
教
室
で
す
。

と　

き　

１
月
29
日
〜
２
月
26
日
の
毎

週
月
曜
日
（
全
５
回
）、
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

秩
父
市
温
水
プ
ー
ル

対　

象　

成
人
男
女

講　

師　

秩
父
市
水
泳
連
盟
指
導
員

参
加
費　

１
，
５
０
０
円

定　

員　

10
人

申
込
み　

い
ず
れ
の
教
室
も
１
月
５
日

㈮
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
参
加
費
を
添

え
て
温
水
プ
ー
ル
窓
口
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

問
い
合
わ
せ　

温
水
プ
ー
ル
☎
22

－

７
４
１
１

28

29

と　　き 内　　容 講　　　師

２月４日㈰
10:00～12:00

里親制度につ
いて

熊谷児童相談所
虐待対応担当課長
成田 仁

２月14日㈬
10:00～12:00

子どもたちは今
（虐待の現状）

熊谷児童相談所
虐待対応担当部長
萬燈章雄

２月18日㈰
10:00～12:00 里親体験談 里　親

秩父市立保育所、児童館、星の子教室の敷地内禁煙にご協力をお願いします。



29

「
旧
吉
田
宿
冬
の
文
化
展
」

を
開
催
し
ま
す

　

吉
田
地
区
文
化
団
体
の
皆
さ
ん
の
作

品
を
展
示
し
、
後
期
の
土
日
に
は
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
も
開
く
予
定
で
す
。

と　

き

前　

期　

１
月
28
日
㈰
〜
２
月
３
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

後　

期　

３
月
４
日
㈰
〜
10
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

吉
田
旧
武
毛
銀
行
本
店
お
よ

び
そ
の
付
帯
施
設

入
場
料　

無
料

交　

通　

駐
車
場
が
限
ら
れ
ま
す
の
で

公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

皆
野
駅
か
ら
西
武
観
光
バ
ス
「
吉
田

元
気
村
行
き
」
ま
た
は
「
小
鹿
野
車
庫

公
民
館
の
つ
ど
い

　

昨
年
末
に
開
催
し
た
手
書
き
年
賀
状

教
室
の
参
加
者
作
品
展
を
、
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

と　

き　

１
月
５
日
㈮
〜
14
日
㈰
（
９

日
㈫
休
館
日
）、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

芸
術
文
化
会
館

観
覧
料　

無
料
（
た
だ
し
、
常
設
展
示

作
品
を
ご
覧
に
な
る
場
合
は
観
覧
料
が

か
か
り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ　

芸
術
文
化
会
館

　

☎
22

－

２
４
０
６

30

行
き
」
吉
田
仲
町
下
車
徒
歩
１
分

問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
吉
田
事
務
所　

　

☎
77

－

１
１
０
０
（
直
通
）

写
真
で
綴
る　
　
　
　
　

秩
父
銘
仙
の
歴
史
展

32　

明
治
、
大
正
、
昭
和
を
彩
っ
た
秩
父

銘
仙
。
秩
父
銘
仙
を
通
し
て
、
時
代
の

移
り
変
わ
り
や
時
代
背
景
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
写
真
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。
秩
父
の
歴
史
に
気
軽
に
触
れ

ら
れ
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と　

き　

１
月
20
日
㈯
〜
２
月
18
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

ち
ち
ぶ
銘
仙
館

問
い
合
わ
せ　

ち
ち
ぶ
銘
仙
館

　

☎
22

－
４
１
１
２

　
荒
川
図
書
館
・

　
　
　

歴
史
民
俗
資
料
館
共
催
展

「
小
正
月
の　
　
　
　
　

民
俗
行
事
公
開
」

33　

今
で
は
懐
か
し
く
な
っ
た
「
小
正
月

の
お
飾
り
・
モ
ノ
つ
く
り
、
ま
ゆ
玉
つ

く
り
・
飾
り
付
け
」
を
再
現
し
、
養
蚕

や
農
作
物
の
豊
作
を
祈
る
民
俗
行
事
を

紹
介
し
ま
す
。

と　

き　

１
月
７
日
㈰
〜
28
日
㈰

と
こ
ろ　

荒
川
図
書
館
ホ
ー
ル

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

休
館
日　

月
曜
日

入
館
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

荒
川
図
書
館

　

☎
54

－

１
０
３
４

　

荒
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

☎
54

－

１
０
５
８

「
年
末
絵
は
が
き
教
室
」　

〜
手
書
き
年
賀
状
〜　

参
加
者
作
品
展

34

　

市
内
公
民
館
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演
技
発

表
や
、
公
民
館
利
用
者
の
体
験
発
表
を

行
い
ま
す
。

と　

き　

２
月
４
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

出
演
団
体　

オ
カ
リ
ナ
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、

三
味
線
、
大
正
琴
、
女
声
コ
ー
ラ
ス
、

童
謡
唱
歌
、
獅
子
舞
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、

太
極
拳
、
３
Ｂ
体
操
、
民
踊
ク
ラ
ブ

定　

員　

２
６
０
人

問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

　

☎
22

－

０
４
２
０

35

第
６
回　

秩
父
映
画
会

と　

き　

１
月
28
日
㈰
午
前
11
時
〜
、

午
後
２
時
〜
、
午
後
５
時
〜

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

前
売
券　

一
般
１
，
０
０
０
円
、
シ
ニ

ア
・
高
校
生
以
下
・
障
が
い
者
８
０
０

円
（
当
日
券
は
各
２
０
０
円
増
し
）

※
今
回
か
ら
時
間
指
定
に
な
り
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

チ
ケ
ッ
ト
ヤ
オ
、
時
習
堂

問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
シ
ア
タ
ー

・
エ
フ
秩
父
実
行
委
員
会

　

☎
０
４
８

－

５
５
１

－

４
５
９
２

36

上映作品
「佐賀のがばいばあちゃん」

～お知らせ～

と　　き 内　　　容 会　場

１月19日㈮～
28日㈰

旧秩父セメントの人々による
絵画・写真展 展示室１

１月12日㈮～
　　　毎週金曜日
午前９時30分～

赤岩智恵子　絵画教室 会議室３

休館日　月曜日（祝日にあたる場合はその翌日）年末年
始（12月29日～ 31日、１月１日～3日の６日間）

各種作品展などに芸術文化会館を
ご利用ください

　10月10日に道の駅ちちぶの隣にオープンした秩
父市芸術文化会館は、郷土作家の絵画を展示して
いる常設展示室のほか、個人の芸術作品発表の場
として利用できる展示室などの貸し出しも有料で
行っています。
　個展、仲間展など各種作品展会場として、ぜひ
ご利用ください。なお、詳細は下記までお問い合
わせください。
問い合わせ　芸術文化会館　☎２２－２４０６

31

秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！
購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ



3030

　

小
中
学
生
の
親
子
を
対
象
と
し
た
土

曜
映
画
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

２
月
17
日
㈯
午
後
１
時
開
場
、

１
時
30
分
上
映

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

作
品
名　
「
子
ぎ
つ
ね
ヘ
レ
ン
」

　

北
海
道
を
舞
台
に
、
目
と
耳
が
不
自

由
な
キ
タ
キ
ツ
ネ
を
育
て
る
少
年
と
家

族
の
絆
を
描
く
感
動
の
物
語

入
場
料　

無
料

※
２
月
６
日
㈫
か
ら
、
整
理
券
を
生
涯

学
習
課
と
各
公
民
館
で
配
布
し
ま
す
。

定
員
（
１
，
０
０
０
人
）
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。
休
日
・
夜
間
は
、

中
央
公
民
館
で
配
布
し
ま
す
。（
午

後
９
時
ま
で
）

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
ご
来
場
の
際

は
な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
で
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

　

☎
25

－

５
２
２
９
（
直
通
）

小
椋　

佳
「
歌
談
の
会
」

第
10
回　

親
子
土
曜
映
画
会

38

　

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
、
ス
キ
ー

歴
に
関
係
な
く
楽
し
め
る
ス
キ
ー
教
室

で
す
。
親
子
ス
キ
ー
教
室
と
し
て
も
ご

37

と　

き

　

３
月
20

日
㈫
午
後

５
時
30
分

開
場
、
６

時
開
演

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

内　

容　

小
椋　

佳
さ
ん
の
歌
・
ト
ー

ク
を
中
心
と
し
た
ラ
イ
ブ

入
場
料　

４
，
５
０
０
円
（
税
込
み
、

全
席
指
定
６
０
０
席
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売　

１
月
15
日
㈪
〜

　

㈱
秩
父
開
発
機
構
は
午
前
９
時
か
ら
、

矢
尾
百
貨
店
・
彩
の
国
ふ
る
さ
と
秩
父

観
光
情
報
館
・
秩
父
楽
器
サ
ー
ビ
ス
は

各
営
業
時
間
で
販
売

問
い
合
わ
せ　

㈱
秩
父
開
発
機
構

　

☎
23

－

１
０
０
２

秩
父
農
工
科
学
高
校
演
劇
部　
　

第
27
回
自
主
公
演

39

と　

き

　

１
月
21
日
㈰

昼
の
部　

午
前

11
時
開
場
、
11

時
30
分
開
演

夜
の
部　

午
後

４
時
開
場
、
４

時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

内　

容　

⑴
秩
父
農
工
科
学
高
校
演
劇
部
+
鉄
び

ん
12
号
作
「
ビ
ミ
ョ
ー
・
２
」

⑵
高
場
光
春
作
「
み
え
っ
ぱ
り
家
族
」

入
場
料　

前
売
り
お
よ
び
電
話
予
約
５

０
０
円
、
当
日
７
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

秩
父
農
工
科
学
高
校
演
劇
部

　

☎
22

－

３
０
１
７

市
民
ス
キ
ー
教
室

40

活
用
く
だ
さ
い
。
バ
ッ
ヂ
テ
ス
ト
も
行

い
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と　

き　

２
月
10
日
㈯
〜
12
日
㈪

と
こ
ろ　

長
野
県
志
賀
高
原
ス
キ
ー
場

参
加
費  

大
人
２
７
，
０
０
０
円
、
子

ど
も
２
３
，
０
０
０
円
（
バ
ス
代
・
宿

泊
料
・
夕
朝
食
・
保
険
含
む
）

指
導
員　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指

導
員
お
よ
び
文
部
科
学
大
臣
認
定
地
域

体
育
指
導
者
（
Ａ
・
Ｂ
級
）

定　

員  

80
人
（
初
め
て
の
小
学
生
で

も
可
）

締　

切　

定
員
に
な
り
次
第
、
ま
た
は

１
月
31
日
㈬
ま
で
。

申
込
み　

町
田
宅
☎
23

－

８
１
３
３

と　

き

　

２
月
７
日
〜

３
月
７
日
の
毎

週
水
曜
日
（
計

５
回
）、
午
後
６

時
30
分
〜
８
時

と
こ
ろ　

秩
父
警
察
署
剣
道
場（
３
階
）

講　

師　

秩
父
剣
道
連
盟
会
員

対　

象　

秩
父
郡
市
在
住
の
小
学
生

（
小
鹿
野
町
を
除
く
）

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

服　

装　

ジ
ャ
ー
ジ
上
下

そ
の
他　

　

参
加
者
が
10
人
未
満
の
時
は
、
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

教
室
中
の
事
故
等
に
つ
い
て
は
、
主

剣
道
初
心
者
教
室

41

催
者
側
で
は
責
任
を
負
え
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

１
月
19
日
㈮
ま
で
に
、
秩
父

剣
道
連
盟
事
務
局　

吉
橋
守
夫
宅
☎
62

－

２
６
８
６
（
平
日
の
昼
間
は
、
☎
62

－

１
２
３
０
内
線
１
１
１
）
ま
で
。

と　

き　

３
月
10
日
㈯
、
11
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館

対　

象　

満
15
歳
以
上
の
方

定　

員　

20
人

費　

用　

無
料
（
教
本
、
保
険
料
と
し

て
２
，
０
０
０
円
）

指
導
者

　

日
本
赤
十
字
社
救
急
法
指
導
員

申
込
み　

社
会
福
祉
課

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
６
３

赤
十
字
救
急
法　
　
　
　

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含
む
）
講
習
会

42と　

き　

２
月
３
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
和
室

対　

象　

０
歳
か
ら
５
歳
く
ら
い
ま
で

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内　

容　

読
み
聞
か
せ
や
教
具
遊
び
を

し
ま
す
。
乳
幼
児
期
を
親
子
で
楽
し
く

過
ご
す
ヒ
ン
ト
を
お
届
け
し
ま
す
。

参
加
費　

無
料

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
「
い
わ
ざ
く
ら
」
新
井

　

☎
24

－

４
７
１
６

親
子
で
楽
し
む　
　
　
　

「
に
こ
に
こ
広
場
」

43

秩父市ホームページ　http://www.city.chichibu.lg.jp
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つ
ど
い
の
広
場
「
は
っ
ぴ
ー
」

44

対　

象

　

０
歳
か
ら

３
歳
ま
で
の

お
子
さ
ん
と

保
護
者
の
方

通
常
開
催
日

　

毎
週
火
、

水
、
木
曜
日

（
１
月
は
９
日
㈫
か
ら
開
催
）

開
催
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
お
休
み
）

会　

場　

秩
父
幼
稚
園

参
加
費　

無
料

●
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

毎
週
水
曜
日
、
午
後
１
時
か
ら
行
い

ま
す
。
０
歳
か
ら
１
歳
の
お
子
さ
ん
が

対
象
で
す
。

●
子
育
て
相
談

　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
こ
の
事
業
は
秩
父
市
が
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
秩
父
こ
み
に
て
い
」
へ

委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
秩
父

こ
み
に
て
い
事
務
局
☎
22

－

７
８
６
６

い
つ
ま
で
も　

若
々
し
く　

パ
ワ
フ
ル
に

憩
い
の
家
い
き
い
き
教
室

45と　

き　

２
月
15
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

高
齢
者
憩
い
の
家
（
中
村
児

童
館
）
集
会
室

内　

容　

秩
父
探
検
「
秩
父
の
神
々
と

男
神
・
女
神
」

講　

師　

吉
川
國
男
先
生

対　

象　

60
歳
以
上
の
方
（
定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
60
歳
未
満
も
可
）　
　

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　

１
月
16
日
㈫
か
ら
、
高
齢
者

憩
い
の
家
（
中
村
児
童
館
）（
☎
22

－

０
７
１
３
）
へ
電
話
で
申
込
み
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
介
護
課

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
７
４

み
ど
り
の
村
の
催
し

46●
ウ
サ
ギ
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

と　

き　

２
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

村
の
広
場

参
加
費　

無
料

申
込
み　

不
要

●
そ
ば
打
ち
体
験

と　

き　

２
月
18
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

若
者
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

８
０
０
円

定　

員　

28
人

申
込
み　

２
月
９
日
㈮
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
「
そ
ば
打
ち
体
験
」
と
記
入

の
う
え
、
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
年
齢
を
記
入
し
左
記
へ
。

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
い
合
わ
せ　

み
ど
り
の
村
管
理
事
務
所

　

〒
３
６
８

－

０
１
０
１　

小
鹿
野
町

下
小
鹿
野
27　

☎
75

－

３
４
４
１

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー　

の
催
し

47●
里
山
の
ん
び
り
ウ
オ
ー
ク

　

冬
だ
か
ら
み
つ
か
る
自
然
の
ふ
し
ぎ

を
、
大
塚
林
道
へ
探
し
に
い
こ
う
！

と　

き　

１
月
27
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時

と
こ
ろ　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
お
よ
び
周
辺
遊
歩
道

対　

象　

一
般

定　

員　

15
人

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
窓
口
で
申
込
み
。

●
１
月
の
館
内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
コ
マ
作
り
回
し
」

「
コ
ラ
ー
ジ
ュ
あ
そ
び
」

　

毎
日
い
つ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

対　

象　

一
般

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
窓
口
で
申
込
み
。

問
い
合
わ
せ

　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
54

－

２
０
１
４

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（藤岡市を除く）
※秩父郡市医師会（http://www.chichibu.ne.jp/̃ishikai）または、藤岡
多野医師会（http://fujiokatano.gunma.med.or.jp/index.html）の
ホームページで確認できます。

１
月
１
日

清 水 病 院
秩父脳外科内科クリニック
秩 父 第 一 病 院
鬼 石 病 院

（外･内･消）
（脳外･内）

皆野町
永田町
中村町
藤岡市鬼石

☎62－0067
☎21－2330
☎25－0311
☎52－3121

１
月
２
日

秩 父 市 立 病 院
く す の 木 病 院

桜木町
藤岡市旭町

☎23－0611
☎24－3111

１
月
３
日

あらいクリニック
荒 舩 医 院
小 鹿 野 中 央 病 院
星 野 医 院

（内･小）
（内･外）

本 町
横瀬町
小鹿野町
藤岡市仲町

☎25－2711
☎24－0160
☎75－2332
☎22－0116

１
月
７
日

医師会休日診療所
大 谷 津 医 院
小 鹿 野 中 央 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（内･小）

熊木町
阿保町
小鹿野町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎22－6329
☎75－2332
☎52－3121

１
月
８
日

医師会休日診療所
松 本 ク リ ニ ッ ク
秩 父 第 一 病 院
光 病 院

（内･小）
（　内　）

熊木町
日野田町
中村町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎22－3000
☎25－0311
☎24－1234

１
月
14
日

医師会休日診療所
秩 父 生 協 病 院
秩 父 第 一 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（内･小）

熊木町
阿保町
中村町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎23－1300
☎25－0311
☎52－3121

１
月
21
日

医師会休日診療所
伊古田小児科医院
秩 父 市 立 病 院
く す の 木 病 院

（内･小）
（　小　）

熊木町
皆野町
桜木町
藤岡市旭町

☎23－8561
☎62－4585
☎23－0611
☎24－3111

１
月
28
日

医師会休日診療所
片 田 医 院
秩 父 病 院
高 橋 医 院

（内･小）
（外･内）

（内･小）

熊木町
下影森
宮側町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎22－1801
☎22－3022
☎52－2253

２
月
４
日

医師会休日診療所
水 野 医 院
小 鹿 野 中 央 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（　内　）

熊木町
山 田
小鹿野町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎22－3315
☎75－2332
☎52－3121

２
月
11
日

医師会休日診療所
横田内科・呼吸器科クリニック
秩 父 病 院
光 病 院

（内･小）
（内･呼）

熊木町
小鹿野町
宮側町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎72－7447
☎22－3022
☎24－1234

２
月
12
日

医師会休日診療所
あらいクリニック
秩 父 第 一 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（内･小）

熊木町
本 町
中村町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎25－2711
☎25－0311
☎52－3121
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●親子ふれあい
　教室（大滝）

●育児相談（秩父）
●親子ふれあい
　教室（荒川）

●三種混合予防
　接種（秩父）
●育児相談（吉田）

●言語リハビリ
　教室（秩父）
●健康相談・育
　児相談（大滝）

●BCG予防接種
　（秩父）
●1歳6か月児・
　3歳児健診
　（吉田）

●3歳児健診
　（秩父）
●ことばの相談
　（吉田）
●健康教室（荒川）

●よしだ元気塾
　（吉田）
●4・10か月児
　健診・BCG予
　防接種（荒川）

●言語リハビリ
　教室（吉田）

●両親学級妊娠
　前期①（秩父）
●親子ふれあい
　教室（吉田）
●育児相談（荒川）

●親子ふれあい
　教室（荒川）
●健康教室（荒川）

●10か月児健診
　（秩父）
●リラクゼーション
　教室（吉田）

●4か月児健診
　（秩父）
●健康相談（荒川）

●両親学級妊娠
　前期②（秩父）

●親子ふれあい
　教室（大滝）
●健康教室（荒川）

●育児相談（秩父）●１歳６か月児
　健診（秩父）

●言語リハビリ
　教室（荒川）

●三種混合予防
　接種（秩父）
●骨密度健康相談
　（吉田）
●生活習慣病予防
　料理教室（荒川）

●３歳児健診
　（秩父）
●リラクゼーション
　教室（吉田）
●親子ふれあい
　教室（荒川）

●育児相談（吉田）●育児相談（荒川）

※詳細については、今月号20・21ページおよび12月号の「保健センターからのお知らせ」をご覧ください。
　また、平成18年３月号の市報と一緒に世帯配布した冊子「平成18年度秩父市健康カレンダー」もご活用ください。

１/１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 ２/１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

１月
２月

保健センター
カレンダー

１月の納税
市県民税　　　　第４期
国民健康保険税　第７期

●4か月児･10
　か月児健診、
　BCG予防接種
　（吉田）

●４か月児健診
　（秩父）

●10か月児健診
　（秩父）
●よしだ元気塾
　（吉田）

●言語リハビリ
　教室（秩父）
●健康相談・育
　児相談（大滝）

11 13 14 15 16 1712建国記念の日 振替休日

元　日

成人の日
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　山逢の里で　山逢の里で
　　「うどん作り」体験教室　　「うどん作り」体験教室

　昨年11月22日、尾田蒔小・中学校の子ども
役者６人が、公演の際に観客から贈られた“お
ひねり”を市に寄附するため、栗原市長を訪
れました。
　これは、10月21日に行われた第９回萩平歌
舞伎舞台公演で、尾田蒔小・中学校に通う11
人の子ども役者が秩父歌舞伎を演じた際のご
祝儀で、みんなで使い道を相談したところ、
「社会に役立てよう」と市に寄附することに
なりました。市では、この善意を福祉事業に
役立てていく予定です。

萩平歌舞伎舞台公演の子ども役者が萩平歌舞伎舞台公演の子ども役者が
「おひねり」を市へ寄附「おひねり」を市へ寄附

　昨年11月27日、山田にある「ぎゃらりーわ」
の押し花絵教室の皆さんから、秩父の野山に
生育する山野草の押し花で描かれた「秩父夜
祭」の絵が市に寄贈されました。
　この作品は、教室の皆さんが８月から制作
を始め、秩父夜祭に間に合うようにと、時に
は作品の一部を自宅に持ち帰り１日８時間以
上作業をして完成させたそうです。
　作品は、市役所１階市民課前のミニギャラ
リーに展示されていますので、ぜひご覧くだ
さい。

自然を愛する心と自然を愛する心と
山野草の押し花で作られた山野草の押し花で作られた
押し花絵「秩父夜祭」押し花絵「秩父夜祭」

　大滝地域には紅葉季、多くの観光客が訪れ
ます。
　昨年11月19日、環境衛生推進員の呼びかけ
で「大滝地域クリーン活動」が実施されました。
　これは、紅葉季が一段落したころ、国・県道
や市道等の清掃、ゴミ拾いを行っているもので、
大滝の美しい自然を守るため、地域住民や各種
団体の職員等大勢のボランティアが参加し、大
量のゴミや空き缶などを回収しました。

美しい自然を守ろう！美しい自然を守ろう！
大滝地域クリーン活動大滝地域クリーン活動

　昨年11月30日、山逢の里で、ふるさとの技
術伝承師推進協議会（古川文子代表）主催の
うどん作り体験教室が行われました。
　毎年実施されているこの教室に、今回は総
合的学習の郷土食文化体験として、吉田中学
校１年生の生徒46人が参加し、最後には、み
んなで作ったうどんをおいしくいただきまし
た。

押し花絵「秩父夜祭」

▲
（デザイン：青木 猛さん）

▲押し花絵教室の皆さん
（左から山戸朝子さん、河嵜
妙子さん、望主征子さん、大
原美津江さん）
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　荒川地内上石原１・２・３区では、昨年11
月から自主防災・防犯組織活動の一環として、
通学路見守り運動が行われています。
　これは、活動推進登録者の皆さんが、地域
の子どもたちの安全を守ろうと、登下校の時
間帯に通学路に立って声かけを行っているも
ので、活動後はその日の状況を記録し、毎月
集会所で情報を交換するなど活発に活動して
います。
　登録者は、現在15名です。子どもたちの安
心・安全のために、寒い中声かけを行ってい
ます。

　昨年12月１日、秩父ミューズパーク内で
「ミューズアロー」の完成を祝しお披露目式
が行われました。
　ミューズアローは、弓矢をデザインした
鐘となっており、大切な人への真っすぐな想
いを込め鐘を鳴らせば、想いが美しい音色と
なって響き渡っていきます。また、ミューズ
アロー付近には木製のベンチも設置しました。
　お披露目式では、市長と市職員有志が、作
曲者の高橋先生の伴奏のもと、「旅立ちの日
に」の合唱を行いました。
　秩父市の新名所をぜひ訪れてください。

　昨年11月25日から27日の間、大滝公民館に
おいて「大滝文化展」が開催されました。
　この文化展は、大滝文化協会員と市民の発
表の場となっているもので、作品展示のほか、
茶道部による野点、各部会の活動報告の記録
写真なども紹介されました。
　会員の作品展示のほかに幼稚園児、小・中
学生、ひかりの村養護学校生徒の絵画や書道、
手芸なども出品され、多種多様な作品により、
賑やかな文化展となりました。

　現在、市が推進している公共交通空白地帯
解消事業の一環として、路線バスなどの公共
交通手段のない地域における新しい交通体系
を実現するため、吉田石間地区を対象とした
「ゆるやかデマンドミニバス」の試験運行（昨
年11月21日～12月20日）を実施しました。
　“デマンドバス”とは、利用者の希望する
場所から場所までの移動を乗合で行う、バス
とタクシーの中間的交通サービスですが、今
回は基本路線と乗降場所を定めた“ゆるやか
な”運行方式をとりました。
　市では、今回の試験運行の結果をもとに本
格導入時の運行形態を検討していきます。

助けあい温もりのまち通学路運動助けあい温もりのまち通学路運動

「ミューズアロー」の「ミューズアロー」の
お披露目式が開催されましたお披露目式が開催されました

「ゆるやかデマンドミニバス」の「ゆるやかデマンドミニバス」の
試験運行を実施しました試験運行を実施しました

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　広報広聴課　 ☎22－2505（直通）
　　　　　　　　　　　 ☎22－2211内線1296
　　　　　　　　　　 　koho@city.chichibu.lg.jp

　　　多彩な作品展示　　　多彩な作品展示
「大滝文化展」開催「大滝文化展」開催


	

